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保 健 管 理 業 務





１.平成23年度の保健管理活動について

主な保健管理活動は，これまで繰り返し述べているが，保健管理業務と健康教育に大別される。

保健管理業務には，各種の健康診断，心身の健康相談，その他の業務がある。学生の健康診断につい

ては，健診項目は従来と同様であったが，昨年度より学生の健康診断データのデジタル化をした。その

結果，健診データをOCR方式でコンピュータへ入力するという多大な労力と経費の削減に繋がった。

今年度は殆どトラブルもなく健康診断に要する時間が短縮され，健康診断証明書は１週間以内に発行で

きた。また，１年生の定期健康診断を４月下旬に授業時間を割いて行うようになったためか，受診率が

入学式直後に行った時に比べ若干低下傾向にある。しかし，全体でみれば受診率は増加している。今後

一層，健康診断の必要性を学生のみならず，割かれる授業担当教員にも御理解いただくように周知を図

りたい。当然のことながら，学生に対しても特殊健康診断（RIを含めた有害物質）年４回行いつつ，

G30などの秋期入学者の増加に伴い健康診断日程を増やし，それに対応している。クラブ，サークルの

健康診断なども適宜実施し，必要に応じて健康指導を行った。なお，研究支援課の依頼により，今年度

から日本学術振興会特別研究員に対して，学生と同様な健康診断を実施することとなった。今年度は定

期健診を44名，特殊健診を16名に実施した。

保健管理業務の中で健診に並んで重要なものは健康相談および応急処置業務である。身体健康分野は

従来どおり５名の内科医師が診療を担当している。ただ，特任准教授ポスト（１年任期）の大西丈二先

生の転出に伴い，医師数の減少という危機に直面したが，関係各位のお力添えにより，同じく特任准教

授ポスト（５年任期）をいただき，４月より尾﨑信暁先生に着任していただいた。メンタルヘルス分野

は，学生相談総合センターの精神科２名とあわせて３名が担当しているものの，受診希望者の増加に頭

を痛めている。応急処置業務については，日常業務のほか，ホームカミングデイ，センター試験，入学

試験などの救護班担当も保健管理室の業務である。さらに，結核のみならず，麻疹，百日咳などの感染

症啓蒙活動にも力を注いでいる。なお，保健管理活動を担っている内科医師５名のうち３名，精神科医

師３名のうち１名のみが常勤ポストであり，今般の学内事情により常勤ポストさえも削減の危機に曝さ

れている。万一，医師削減に至れば，これまでの業務の維持は困難極まりない状況と至る。

もう一つの柱である保健教育は，全学教育の一環として，「健康・スポーツ科学」を担当し，身体・

精神健康について主に講義を行い，保健，体育の各分野の必須内容については共通の冊子やＣＤを作成

し，受講者へ便宜を図った。保健管理業務を担っている医師全員は医学系研究科健康増進医学講座（協

力講座）にも属し，後進の育成に貢献している。

教職員の健康管理については安衛法の下で健康管理が行われている。これらは職員課福祉掛が立案し，

事務的手続きは職員課および各部局の担当者が行い，健診業務の多くを外部委託としているものの，実

務的運営と実施は保健管理室にある。また，産業医活動も東山キャンパスについて６名が産業医として

登録され，毎月の巡視のほか，海外渡航前後の健診・保健指導や疾病管理面接等も随時行っている。

いずれにしても，学生に関しては学務部，教職員については職員課と密接な連携のもと，効率のよい

的確な健康管理を行っていくべく努力したい。学内構成員の皆様には，保健管理室の現状と問題点をご

理解いただき，さらなるご支援を切望するものである。

押 田 芳 治
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保健管理室年間行事表（定期に行われるものに限る）

行 事 内 容 対 象 者 等

４月

学生定期健康診断(春期) 胸部Ｘ線検査、尿検査、血圧検査、視力検査、身体測定、 学部生、大学院生、研究生等

会話域聴力、栄養状態、視診、問診、健康調査、

聴打診（１年生のみ）

５月

学生定期健康診断の 尿、胸部Ｘ線(診察）、心臓、血圧、栄養、貧血、甲状腺、 定期健康診断の要再検査の学生、

再検査・精密検査 肝臓等の検査 要精密検査者および前年度要観察者以上の学生

学生特殊健康診断 皮膚検査、眼の検査、血液検査 ＲＩ従事する学生（6月～7月新規従事者）

学生放射線取り扱い者の調査 書類調査後、特殊健康診断要・不要判定 ＲＩ従事する学生（継続従事者）

６月

職員一般(定期･特定)健康診断 胸部Ｘ線検査、尿検査、血圧検査、視力検査、身体測定、 全職員

会話域聴力、問診

心電図検査、血液検査、腹囲測定 内35歳と40歳以上の職員

聴力検査(1000・4000Ｈｚ) 内35歳と40歳と45歳以上の職員

７月

職員一般(定期･特定)健康診断 6月一般健康診断に準ずる 全職員

学生特殊健康診断 皮膚検査、眼の検査、血液検査 ＲＩ従事する学生（8月～10月新規従事者）、

ＲＩ従事者の内,受診の指示があった学生

職員特殊健康診断 血液検査、皮膚検査、眼の検査 ＲＩ従事者の内,受診の指示があった職員

血液検査、皮膚検査、眼の検査、口腔検査、血圧検査、 有害業務に従事する職員

尿検査、胸部Ｘ線検査

８月

学生特殊健康診断 皮膚検査、眼の検査、血液検査 ＲＩ従事する医学部医学科学生

職員一般健康診断の精密検査 胸部Ｘ線検査 一般健康診断で検査対象となる職員、

前年度要観察以上の職員

オープンキャンパスの救護 必要に応じた応急処置 学生、職員および一般来客者

９月 学生有害物質取り扱い者の調査 書類調査後、特殊健康診断要・不要判定 有害物質等に従事する学生

10月

職員保健指導 保健指導 一般健康診断後指導対象となる職員

学生特殊健康診断 皮膚検査、眼の検査、血液検査 ＲＩ従事する学生（11月～12月新規従事者）

血液検査、尿検査、皮膚検査、眼の検査、視診等 有害物質従事者の内,受診の指示があった学生

ホームカミングディの救護 必要に応じた応急処置 学生、職員および一般来客者

学生定期健康診断(秋期) 学生定期健康診断に同じ 後期(10月)入学生、5月以降来日した留学生

学生定期健康診断の精密検査 胸部Ｘ線検査 定期健康診断（4月）の要観察D2以上の学生

11月

学生定期健康診断の再検査 胸部Ｘ線検査（診察）、尿検査 定期健康診断(秋期）の要再検の学生

学生定期健康診断(春期未受診者) 学生定期健康診断に同じ 定期健康診断（4月）未受検の学部１年生、

特殊健康診断対象学生

12月

学生特殊健康診断 皮膚検査、眼の検査、血液検査 ＲＩ従事する学生（1月～6月新規従事者）

職員一般(定期･特定)健康診断 職員一般（定期・特定）健康診断に同じ 特定業務に従事する職員、7月未受診の職員

職員特殊健康診断 職員特殊健康診断に同じ ＲＩ従事者の内,受診の指示があった職員、

有害業務に従事する職員

１月

センター試験救護 必要に応じた応急処置 センター試験受験者

職員一般健康診断の精密検査 胸部Ｘ線検査 一般健康診断で検査対象となる職員、

要観察以上の職員

２月 大学入学試験救護 必要に応じた応急処置 大学入学試験受験者

３月

学生定期健康診断 4月の定期に準ずる 医学部学生（次年度対象者）

学務部指定の教育実習予定学生（次年度対象者）

学生定期健康診断の精密検査 4月の定期、5月の精密検査に準ずる 定期健康診断の要観察以上の学生

(次年度対象者)

年次

職員の雇入時健康診断および 胸部Ｘ線検査、尿検査、血圧検査、視力検査、身体測定、 採用予定者

海外派遣労働者健康診断 腹囲測定、聴力検査(1000･4000Hz）、心電図検査、 6ヶ月以上の海外出張の職員

血液検査、診察

職員の長時間労働者への面談 診察、問診および指導 職員

職員の復職者面談 診察 職員

職員健康診断後の相談 診察 健康診断結果で相談したい職員

生活指導 経過観察（必要に応じた診察・検査） 定期健康診断で要観察以上の学生

大学院入試の救護 必要に応じた応急処置 大学院入学試験受験者

スポーツのためのメディカルチェック 必要に応じた健康診断 体育会運動部(大学公認サークル）加入学生

（注）健康相談，応急処置，精神相談は年中実施



健康管理対象者数の年次推移

年度
学 生 数

（女子�内数）

健康診断

受検者数

健康診断

受診率

一般健康相談者数

（学生）

精神衛生相談者数

（学生・職員合計）

Ｓ50 8,539 100.0％ 5,707 100.0％ 66.8％ 1,298 100.0％ 271 100.0％

Ｓ55 8,876 （1,131） 103.9％ 6,748 118.2％ 76.0％ 2,325 179.1％ 162 59.8％

Ｓ60 9,637 （1,711） 112.9％ 7,038 123.3％ 73.0％ 3,338 257.2％ 204 75.3％

Ｈ１ 11,411 （2,311） 133.6％ 8,128 142.4％ 71.2％ 3,054 235.3％ 242 89.3％

Ｈ２ 11,789 （2,431） 138.1％ 8,718 152.8％ 74.0％ 2,441 188.1％ 221 81.5％

Ｈ３ 12,183 （2,581） 142.7％ 9,270 162.4％ 76.1％ 2,422 186.6％ 313 115.5％

Ｈ４ 12,691 （2,761） 148.6％ 9,842 172.5％ 77.6％ 3,128 241.0％ 415 153.1％

Ｈ５ 13,302 （3,101） 155.8％ 10,648 186.6％ 80.0％ 2,763 212.9％ 406 149.8％

Ｈ６ 13,712 （3,273） 160.6％ 11,459 200.8％ 83.6％ 2,595 199.9％ 425 156.8％

Ｈ７ 14,388 （2,909） 168.5％ 12,063 211.4％ 83.8％ 2,473 190.5％ 434 160.1％

Ｈ８ 14,752 （3,043） 172.8％ 12,140 212.7％ 82.3％ 2,890 222.7％ 483 178.2％

Ｈ９ 14,996 （3,135） 175.6％ 11,570 202.7％ 77.2％ 2,875 221.5％ 579 213.7％

Ｈ10 15,157 （3,413） 177.5％ 11,216 196.5％ 74.0％ 2,753 212.1％ 718 264.9％

Ｈ11 15,414 （3,775） 180.5％ 10,937 191.6％ 71.0％ 2,477 190.8％ 860 317.3％

Ｈ12 15,554 （4,135） 182.2％ 11,214 196.5％ 72.1％ 2,654 204.5％ 945 348.7％

Ｈ13 15,760 （4,394） 184.6％ 11,591 203.1％ 73.5％ 2,500 192.6％ 1,462 539.5％

Ｈ14 15,741 （4,578） 184.3％ 11,195 196.2％ 71.1％ 2,686 206.9％ 1,820 671.6％

Ｈ15 15,784 （4,679） 184.8％ 11,287 197.8％ 71.5％ 2,687 207.0％ 1,900 701.1％

Ｈ16 15,811 （4,681） 185.2％ 11,598 203.2％ 73.4％ 2,033 156.6％ 1,942 716.6％

年度
学 生 数

（女子�内数）

健康診断

受検者数

健康診断

受診率

一般健康相談者数

（学生・職員合計）

精神衛生相談者数

（学生・職員合計）

Ｈ17 15,844 （4,663） 185.5％ 11,159 195.5％ 70.4％ 2,147 165.4％ 2,170 800.7％

Ｈ18 15,894 （4,718） 186.1％ 11,295 197.9％ 71.1％ 2,735 210.7％ 2,450 904.1％

Ｈ19 15,794 （4,742） 185.0％ 11,368 199.2％ 72.0％ 2,212 170.4％ 2,278 840.6％

Ｈ20 15,682 （4,718） 183.7％ 11,594 203.2％ 73.9％ 2,307 177.7％ 2,251 830.6％

Ｈ21 15,689 （4,784） 183.7％ 11,412 200.0％ 72.7％ 2,175 167.6％ 2,418 892.3％

Ｈ22 15,854 （4,823） 185.7％ 11,758 206.0％ 74.2％ 2,222 171.2％ 2,659 981.2％

H23 15,948 （4,819） 186.8％ 12,033 210.8％ 75.5％ 2,459 189.4％ 2,634 972.0％

学生数および健康診断数：５月１日現在（研究生含まず）

一般健康相談は平成16年度までは学生のみ以下職員を含む
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定期健康診断 （春期）

検 査 項 目 ――検 査 内 容 受 診 対 象 者 実 施 時 期

一
次

健
診

１ 視力検査・会話域聴力 ――視力計，問診
医学科５～６年生，
M２，D２～D４

２ 尿検査（蛋白・潜血・糖） 学部学生
保健学科２～４年生，
M２，D２，D３

３ 胸部�線検査 ※１ ――直接（間接）撮影 大学院学生
３月１日（火）
２日（水）

４ 身体計測（身長・体重） 研究生等

５ 血圧検査 ――血圧測定
２年生以上学部生，
大学院生，研究生

６ 栄養（肥満・るい痩） ――���法
４月12日（火）
～25日（月）

７ 貧血・肝臓・甲状腺検査 ――視診・触診

８ 健康（自覚症状）個人調査 ――調査書 ※（新入生・医学生・希望者） １年生

９ 心音検査 ※２ ――聴診 ※２（学部１年生のみ）
４月26日（火）
～28日（木）

再
・

精
密

検
査

１ 尿検査（蛋白・潜血・糖） ＊――血液・尿検査

２ 胸部�線検査 ＊――診察（直接撮影）※３ 一次健診で要精検となった者 ５月２日（月）

３ 血圧検査 ――血液・心電図 要精検となった者 ～５月31日（火）

４ 栄養（肥満・るい痩） ＊――血液・体脂肪

５ 貧血・肝臓・甲状腺検査 ＊――血液 ＊（前年度健康診断の結果

指導区分�－２以上の者

も加える）

６ 心音検査 ＊――心電図 ※３ 第２回目

10月下旬

７ 健康個人調査 ――面接

定期健康診断 （秋期）

項
目

１ 定期健康診断（春期）と同じ 10月入学生（４月時在籍者除く） 10月25日（火）

５月以降来日した留学生 26日（水）

４月健診未受診の学部新１年生 11月２日（水）

特殊健康診断 （定期健康診断を必ず受診すること）

検
査

項
目

１ 血液の検査 ――血算 放射性同位元素等を取り扱う実験・

実習に従事する者

１.５／９～５／12

２ 皮膚の検査 ――皮膚科医の診察 ２．６／30～７／１

３ 眼の検査 ――眼科医の診察（白内障） ３．10／13～10／14

４ 問 診 ――健康診断に関する調査書 ４．12／６～12／７

１ 有害物質取扱調査 ――取扱に関する調査書

有害物質等を取り扱う実験・実習

に従事する者
10／13～10／14２ 検査 ――診察（眼・皮膚・内科）・

血液・尿

＊特殊健康診断は定期健康診断を受けてない方は受診できません。（今年度は未受検者に秋にも健診を受けるようにしています）

２.学生の健康診断

平成23年度 学生の健康診断実施表
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平成23年度 定期健康診断 受診結果

学 部 ・ 研 究 科
対象者数（５．１在籍者） 受 診 者 数 受診率

％

対象外（非正規生）

学 部 研究科 計 学 部 研究科 計 研究生 受診数

文 学 部 ・ 文 学 研 究 科 600 286 886 500 153 653 73.7 68 24

教育学部・教育発達科学研究科 326 235 561 263 107 370 66.0 60 22

法 学 部 ・ 法 学 研 究 科 691 149 840 489 69 558 66.4 135 11

経済学部・経済学研究科 935 161 1,096 723 86 809 73.8 25 7

情 報 文 化 学 部 343 343 266 266 77.6 11 4

理 学 部 ・ 理 学 研 究 科 1,202 582 1,784 995 509 1,504 84.3 24 4

医学部・医学系研究科 医 学 642 706 1,348 430 175 605 44.9 99 11

保健学 883 188 1,071 853 97 950 88.7 7 1

工 学 部 ・ 工 学 研 究 科 3,389 1,635 5,024 2,651 1,470 4,121 82.0 58 31

農学部・生命農学研究科 747 452 1,199 580 391 971 81.0 19 7

国 際 開 発 研 究 科 284 284 153 153 53.9 18 11

人 間 情 報 学 研 究 科 1 1 0 0 0.0 － －

多 元 数 理 科 学 研 究 科 176 176 118 118 67.0 4 1

国 際 言 語 文 化 研 究 科 211 211 153 153 72.5 41 23

環 境 学 研 究 科 531 531 375 375 70.6 21 7

情 報 科 学 研 究 科 377 377 301 301 79.8 21 2

法科大学院・専門職学位課程 216 216 126 126 58.3 － －

留 学 生 セ ン タ ー 41 33

そ の 他 5 0

特別研究員 67 44

合 計 9,758 6,190 15,948 7,750 4,283 12,033 75.5 724 243

１）定期健康診断（春期）

�.実施状況（表１）

定期健康診断の実施項目は，昨年度と同様，感染症と生活習慣病に重点を置いたもので，肺結核だけ

でなく，心，腎，肝疾患，高血圧，内分泌代謝疾患（糖尿病，肥満，るい痩，甲状腺腫）および貧血と

多岐にわたっている。健診の実施場所は従来と同様，保健管理室である。一次健診とその精密検査が４，

５月に行われた。受診者全員が健診終了時に医師から直接説明を受け，後にその結果表を受け取るシス

テムになっている。なお，一次健診により再検査を実施した結果は各項目を参照されたい。

定期健康診断は，4月（春期），10月（秋期）の２回実施した。
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�．精密検査

胸部Ｘ線検査：直接撮影を実施した。第１回（春期）で異常を疑われた学生および前年度からの要観

察者（Ｄ－２以上）を対象に診察を実施した。

第２回（秋期）では異常を疑われた学生については診察を行った。春期の検査にて

要観察（年２回受診）と判定した学生に対しては直接撮影を実施し，要医療（医療機

関に通院中）の学生については診察を行った。

尿 検 査：尿検査機器にて蛋白・潜血・糖の項目を検査し，複合試験紙を用い再検査し，さらに

陽性の学生に精密検査を行った。

一次検査・再検査で蛋白・潜血・糖それぞれが「＋」以上の学生を陽性とした。

血 圧 検 査：自動血圧計を用い座位で測定し，収縮期血圧（ＳＢＰ）140mmHg以上もしくは拡張

期血圧（ＤＢＰ）90mmHg以上を再検査対象としている。再検査は5分間安静後、

自動血圧計あるいは、仰臥位で測定および指導を行い、ＳＢＰ160mmHg以上もしく

はＤＢＰ95mmHg以上に精密検査を行った。

心臓検査：原則として学部新１年生に心音検査を行い心雑音等が聴取された学生に

対して心電図検査を行った。また従来からの要観察者（Ｄ－２以上）、胸部Ｘ線検査で

心精検と判定された学生に対しても同様に心電図検査を実施した。

心 臓 検 査：原則として学部新１年生に心音検査を行い心雑音等が聴取された学生に対して心電図

検査を行った。また従来からの要観察者（Ｄ－２以上），胸部Ｘ線検査で心精検と判定

された学生に対しても同様に心電図検査を実施した。

栄 養：ＢＭＩ（BodyMassIndex，体重（kg）÷［身長（m）］２）が15以下をるい痩・30以上

を肥満とし希望した学生に精密検査を行った。ただし学部１年生の肥満対象者は必須

とした。

問診，視診および触診で貧血・甲状腺・肝臓疾患の疑いのある学生に精密検査を行った。
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項目
再 検 査

精 密 検 査 内 容
内 容 結 果

尿
蛋白・潜血 陽 性 検 尿 沈査

糖 陽 性 採 血 空腹時血糖・グリコヘモグロビンA1c

血 圧
座位・自動血圧計

↓
仰臥位・水銀血圧計

SBP160以上
もしくは
DBP95以上

心電図

項目 精 密 検 査 内 容

肥 満

計 測 体脂肪率（インピーダンス法），腹囲測定（臍の高さ）

採 血
総コレステロール，HDLコレステロール，LDLコレステロール，中性脂肪，GOT，GPT，
γ－GTP，尿酸，インスリン，空腹時血糖
（ただし新規でこの検査を受診する学生はグリコヘモグロビンA1cも）

るい痩 採 血 診察後の指示

貧 血 採 血 赤血球，白血球，Hb，Ht，PLT，血液像

甲状腺 採 血 診察後の指示

肝 臓 採 血 総ビリルビン，GOT，GPT，ALP，LDH，HBs抗原，HCV抗体



平成23年度 胸部X線 精密検査結果

学部・研究科
有所見
判定数

第 １ 回

心
精

検
へ

第 ２ 回

心
精

検
へ対象

者数

判 定 区 分

未
受
検

対象

者数

判 定 区 分

未
受
検

D－3 D－2 D－1A－1 D－3 D－2 D－1A－1
文 学 部 7 4 4 1 1
文 学 研 究 科 6 1 1 1 1
教 育 学 部 8 0 1 0
教育発達科学研究科 5 2 2 1 1 1
法 学 部 18 1 1 0
法 学 研 究 科 2 3 1 2 1 2 2
経 済 学 部 21 4 1 2 1 2 1 1
経 済 学 研 究 科 2 1 1 1 1
情 報 文 化 学 部 13 1 1 1 1
理 学 部 15 8 2 3 3 2 3 2 1
理 学 研 究 科 10 5 3 1 1 1 1 1

医 学 部
医 学 科 24 7 2 3 1 1 2 1 1
保健学科 18 6 1 3 2 1 1 1

医学系研究科
医学専攻 10 2 1 1 1 1
保健学専攻 1 0 0

工 学 部 51 19 9 9 1 4 1 1
工 学 研 究 科 33 11 3 6 1 1 3 3 1 1 1
農 学 部 30 1 1 0
生 命 農 学 研 究 科 15 1 1 0
国 際 開 発 研 究 科 11 1 1 1 2 1 1
人間情報学研究科 0 0
多元数理科学研究科 2 2 1 1 0
国際言語文化研究科 3 1 1 0
環 境 学 研 究 科 11 4 3 1 0
情 報 科 学 研 究 科 13 3 1 1 1 1 1 1
法・専門職学位課程 4 0 1 0
そ の 他 1 0 0

計
学 部 205 51 15 26 9 0 1 12 9 2 2 2 0 3 0
研 究 科 129 37 12 16 4 1 4 9 13 1 5 3 0 4 0
合 計 334 88 27 42 13 1 5 21 22 3 7 5 0 7 0

第２回「Ｄ１」５名は経過を確認した者である

判定区分は以下のように生活規制，医療の両面を考慮して決定した。

判 定 区 分

１.生活規制面からの区分

記 号

�．（要休業） 授業を休む必要のあるもの

�．（要軽業） 授業に制限を加える必要のあるもの

�．（要注意） 授業をほぼ平常に行ってよいもの

�．（健 康） 全く正常の生活でよいもの

２.医療面からの区分

記 号

１．（要医療） 医師による直接の医療行為を必要とするもの

２．（要観察） 医師による直接の医療行為を必要としないが，定期的に医師の観察指導を必

要とするもの

３．（健 康） 医師による直接，間接の医療行為を全く必要としないもの

注：学校保健安全法施行規則別表第一による。

再検査，精密検査を受けた結果，生活指導を要する者については，医師が直接指導した。
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平成23年度 蛋白 再検査・精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科
再 検 査 精 密 検 査 の 判 定 区 分

備 考
対象者数 異常なし 要精検 未受検 �－３ �－２ �－１ 未受検

文 学 部 20 15 5
文 学 研 究 科 5 4 1
教 育 学 部 9 7 2 2
教育発達科学研究科 0
法 学 部 22 17 5
法 学 研 究 科 2 1 1 1
経 済 学 部 27 24 2 1 2
経 済 学 研 究 科 2 2
情 報 文 化 学 部 15 10 1 4 1
理 学 部 55 44 5 6 4 1
理 学 研 究 科 8 6 1 1 1

医 学 部
医 学 科 17 12 1 4 1
保健学科 33 25 5 3 3 2

医学系研究科
医学専攻 2 2
保健学専攻 2 1 1 1

工 学 部 144 103 10 31 2 6 2
工 学 研 究 科 51 46 3 2 2 1
農 学 部 29 23 1 5 1
生 命 農 学 研 究 科 9 5 1 3 1
国 際 開 発 研 究 科 6 5 1
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 2 2
国際言語文化研究科 6 6
環 境 学 研 究 科 16 11 1 4 1
情 報 科 学 研 究 科 9 5 1 3 1
法・専門職学位課程 4 4
そ の 他 1 1

計 学 部 371 280 27 64 3 14 10 0
研 究 科 125 100 9 16 0 7 1 1
合 計 496 380 36 80 3 21 11 1

平成23年度 潜血 再検査・精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科
再 検 査 精 密 検 査 の 判 定 区 分

備 考
対象者数 異常なし 要精検 未受検 �－３ �－２ �－１ 未受検

文 学 部 8 4 2 2 1 1
文 学 研 究 科 5 5
教 育 学 部 3 1 2 1 1
教育発達科学研究科 2 2 2
法 学 部 5 2 3 2 1
法 学 研 究 科 2 2
経 済 学 部 12 8 3 1 2 1
経 済 学 研 究 科 3 3
情 報 文 化 学 部 3 2 1 1
理 学 部 11 8 2 1 1 1
理 学 研 究 科 12 9 2 1 2

医 学 部
医 学 科 2 1 1 1
保健学科 11 8 3 3

医学系研究科
医学専攻 1 1
保健学専攻 3 2 1 1

工 学 部 24 13 8 3 6 2
工 学 研 究 科 18 9 6 3 1 3 1 1
農 学 部 12 6 5 1 1 2 2
生 命 農 学 研 究 科 3 1 2 1 1
国 際 開 発 研 究 科 4 4
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 2 1 1
国際言語文化研究科 1 1
環 境 学 研 究 科 15 8 4 3 3 1
情 報 科 学 研 究 科 4 2 2 1 1
法・専門職学位課程 0
そ の 他 3 3

計 学 部 91 53 30 8 3 18 9 0
研 究 科 78 48 19 11 2 12 4 1
合 計 169 101 49 19 5 30 13 1
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平成23年度 糖 再検査・精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科
再 検 査 精 密 検 査 の 判 定 区 分

備 考
対象者数 異常なし 要精検 未受検 �－３ �－２ �－１ 未受検

文 学 部 1 1 1
文 学 研 究 科 1 1
教 育 学 部 1 1
教育発達科学研究科 0
法 学 部 0
法 学 研 究 科 0
経 済 学 部 3 3
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 4 4
理 学 研 究 科 2 1 1 1

医 学 部
医 学 科 1 1
保健学科 4 3 1

医学系研究科
医学専攻 1 1 1
保健学専攻 0

工 学 部 16 12 2 2 2
工 学 研 究 科 8 5 2 1 1 1
農 学 部 1 1 1
生 命 農 学 研 究 科 1 1
国 際 開 発 研 究 科 0
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 1 1
国際言語文化研究科 3 2 1
環 境 学 研 究 科 2 1 1
情 報 科 学 研 究 科 0
法・専門職学位課程 1 1
そ の 他 0

計 学 部 31 24 4 3 0 1 3 0
研 究 科 20 12 4 4 0 0 2 2
合 計 51 36 8 7 0 1 5 2

平成23年度 血圧 再検査・精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科
再 検 査 精 密 検 査 の 判 定 区 分

備 考
対象者数 異常なし 要精検 未受検 �－３ �－２ �－１ 未受検

文 学 部 1 1
文 学 研 究 科 3 1 1 1 1 （治療中）
教 育 学 部 0
教育発達科学研究科 0
法 学 部 2 2
法 学 研 究 科 1 1
経 済 学 部 0
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 3 3
理 学 部 2 2
理 学 研 究 科 5 5

医 学 部
医 学 科 7 6 1 1 （治療中）
保健学科 4 3 1 1 （治療中）

医学系研究科
医学専攻 1 1
保健学専攻 1 1

工 学 部 8 8
工 学 研 究 科 11 10 1 1
農 学 部 0
生 命 農 学 研 究 科 1 1
国 際 開 発 研 究 科 1 1
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 2 2
国際言語文化研究科 0
環 境 学 研 究 科 5 5
情 報 科 学 研 究 科 1 1
法・専門職学位課程 1 1
そ の 他 0

計 学 部 27 25 2 0 0 0 2 0
研 究 科 33 30 2 1 0 0 2 0
合 計 60 55 4 1 0 0 4 0
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平成23年度 心臓 精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 2 1 1
文 学 研 究 科 0
教 育 学 部 2 1 1
教育発達科学研究科 2 1 1
法 学 部 2 1 1
法 学 研 究 科 1 1
経 済 学 部 5 2 2 1
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 6 3 1 2
理 学 研 究 科 1 1

医 学 部
医 学 科 3 1 1 1
保健学科 5 2 3

医学系研究科
医学専攻 0
保健学専攻 0

工 学 部 9 2 4 2 1
工 学 研 究 科 5 1 4
農 学 部 3 1 1 1
生 命 農 学 研 究 科 0
国 際 開 発 研 究 科 1 1
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 1 1
国際言語文化研究科 0
環 境 学 研 究 科 0
情 報 科 学 研 究 科 1 1
法・専門職学位課程 1 1
そ の 他 0

計 学 部 37 14 9 13 1
研 究 科 13 6 6 1 0
合 計 50 20 15 14 1

平成23年度 肥満（BMI30以上）精密検査結果 30以上：153名

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 2 1 1
文 学 研 究 科 3 2 1
教 育 学 部 2 1 1
教育発達科学研究科 0
法 学 部 4 3 1
法 学 研 究 科 2 1 1
経 済 学 部 1 1
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 2 1 1
理 学 部 7 3 2 2
理 学 研 究 科 7 4 2 1

医 学 部
医 学 科 6 1 1 4
保健学科 3 1 2

医学系研究科
医学専攻 3 2 1
保健学専攻 2 2 1名退学

工 学 部 28 7 18 3
工 学 研 究 科 16 3 11 2
農 学 部 1 1
生 命 農 学 研 究 科 3 1 2
国 際 開 発 研 究 科 5 1 4
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 8 8
国際言語文化研究科 1 1
環 境 学 研 究 科 6 5 1
情 報 科 学 研 究 科 1 1
法・専門職学位課程 3 3
そ の 他 0

計 学 部 56 15 30 0 11
研 究 科 60 7 44 5 4
合 計 116 22 74 5 15

―10―



平成23年度 るい痩（BMI15以下）精密検査結果 15以下：17名

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 0
文 学 研 究 科 1 1
教 育 学 部 1 1
教育発達科学研究科 0
法 学 部 0
法 学 研 究 科 0
経 済 学 部 1 1
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 1 1
理 学 研 究 科 0

医 学 部
医 学 科 1 1
保健学科 0

医学系研究科
医学専攻 0
保健学専攻 0

工 学 部 0
工 学 研 究 科 0
農 学 部 0
生 命 農 学 研 究 科 0
国 際 開 発 研 究 科 0
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 0
国際言語文化研究科 1 1
環 境 学 研 究 科 0
情 報 科 学 研 究 科 0
法・専門職学位課程 0
そ の 他 0

計 学 部 4 3 0 1 0
研 究 科 2 2 0 0 0
合 計 6 5 0 1 0

平成23年度 貧血 精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 0
文 学 研 究 科 0
教 育 学 部 0
教育発達科学研究科 0
法 学 部 0
法 学 研 究 科 0
経 済 学 部 0
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 0
理 学 研 究 科 0

医 学 部
医 学 科 0
保健学科 0

医学系研究科
医学専攻 0
保健学専攻 0

工 学 部 0
工 学 研 究 科 0
農 学 部 0
生 命 農 学 研 究 科 0
国 際 開 発 研 究 科 0
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 0
国際言語文化研究科 0
環 境 学 研 究 科 0
情 報 科 学 研 究 科 0
法・専門職学位課程 0
そ の 他 0

計 学 部 0 0 0 0 0
研 究 科 0 0 0 0 0
合 計 0 0 0 0 0
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平成23年度 甲状腺 精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 0
文 学 研 究 科 0
教 育 学 部 0
教育発達科学研究科 0
法 学 部 0
法 学 研 究 科 0
経 済 学 部 0
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 0
理 学 研 究 科 0

医 学 部
医 学 科 0
保健学科 0

医学系研究科
医学専攻 0
保健学専攻 0

工 学 部 0
工 学 研 究 科 0
農 学 部 0
生 命 農 学 研 究 科 0
国 際 開 発 研 究 科 0
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 0
国際言語文化研究科 0
環 境 学 研 究 科 0
情 報 科 学 研 究 科 0
法・専門職学位課程 0
そ の 他 0

計 学 部 0 0 0 0 0
研 究 科 0 0 0 0 0
合 計 0 0 0 0 0

平成23年度 肝臓 精密検査結果

学 部 ・ 研 究 科 対象者数
判 定 区 分

未受検 備 考
�－３ �－２ �－１

文 学 部 0
文 学 研 究 科 0
教 育 学 部 0
教育発達科学研究科 0
法 学 部 0
法 学 研 究 科 0
経 済 学 部 0
経 済 学 研 究 科 0
情 報 文 化 学 部 0
理 学 部 0
理 学 研 究 科 0

医 学 部
医 学 科 0
保健学科 0

医学系研究科
医学専攻 0
保健学専攻 0

工 学 部 0
工 学 研 究 科 0
農 学 部 0
生 命 農 学 研 究 科 0
国 際 開 発 研 究 科 0
人 間 情 報 学 研 究 科 0
多元数理科学研究科 0
国際言語文化研究科 0
環 境 学 研 究 科 0
情 報 科 学 研 究 科 0
法・専門職学位課程 0
そ の 他 0

計 学 部 0 0 0 0 0
研 究 科 0 0 0 0 0
合 計 0 0 0 0 0
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表 １
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平成23年度 定期健康診断 受診結果

学部・研究科

後期入学生・留学生 ４月健診未受診者 22年度

受診率

（正規生）

正規生 受診率 対象外（非正規生） 受診者数 対象外

対象者数 受診者数 ％ 対象者数 受診者数 １年生 特殊 他院 (内数)

文 学 部 ・ 文 学 研 究 科 1 1 100.0 35 25 2 ( 2) 73.7

教育学部・教育発達科学研究科 0 19 13 2 2 ( 0) 66.7

法 学 部 ・ 法 学 研 究 科 18 13 72.2 39 31 2 2 ( 1) 66.9

経済学部・経済学研究科 10 10 100.0 26 19 5 ( 2) 74.3

情 報 文 化 学 部 0 8 6 1 ( 1) 77.6

理 学 部 ・ 理 学 研 究 科 20 18 90.0 11 4 3 5 4 ( 1) 85.0

医学部・医学系研究科 医 学 21 18 85.7 16 9 3 5 47 ( 0) 49.5

保健学 0 1 0 12 ( 1) 89.7

工 学 部 ・ 工 学 研 究 科 43 30 69.8 54 43 4 18 15 ( 4) 82.6

農学部・生命農学研究科 7 5 71.4 7 4 1 7 6 ( 1) 82.0

国 際 開 発 研 究 科 13 9 69.2 24 14 － 9 ( 7) 55.2

人 間 情 報 学 研 究 科 － － － － － － － － 0.0

多 元 数 理 科 学 研 究 科 3 0 0.0 1 0 － 2 ( 1) 66.5

国 際 言 語 文 化 研 究 科 4 4 100.0 21 17 － 73.0

環 境 学 研 究 科 17 10 58.8 8 6 － 2 4 ( 0) 71.4

情 報 科 学 研 究 科 4 1 25.0 10 3 － 4 ( 2) 79.8

法科大学院・専門職学位課程 － － － －

留 学 生 セ ン タ ー － － － 25 24 －

そ の 他 － － － 2 1 －

合 計 161 119 73.9 307 219 15 37 115（ 23) 76.3

＊対象者の内34名は春期にも当大学の学生

２）定期健康診断（秋期）

５月以降に渡日した留学生および後期入学生（4月末現在で名古屋大学に籍のあった学生は除く）に

対して、10月に健康診断を実施している。健診項目は4月の定期健康診断と同じである。

さらに今年度G30の受け入れを開始し対象留学生が増えた。

また、学部1年生および特殊健康診断対象者で今年度４月の健康診断時、未受診の学生が相当数いた

ため実施した。

３）特殊健康診断

本健診は放射線（表２）あるいは有害物質を取り扱う（表３，４）学生に対して行うものである。健

診項目および健診結果を表に示した。
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＊以下 学部・研究科は略し，対象外は含まず。

例：理学部・理学研究科 → 理学部etc



平成23年度 放射線従事学生状況および検査結果

１．皮膚検査

学部・研究科
継続者 新規従事者 および 要観察者 受検者の検査結果

合 計検査
不要

第１回 第２回 第３回 第４回 他機関 計
異常
なし

�－２
要観察

�－１
要医療

文 学 部 0 0 0 0 0 1 1 1 1

理 学 部 411 133 6 1 113 0 253 249 4 664

医 学 部 ・ 医 47 33 10 3 3 0 49 49 96

医 学 部 ・ 保 102 48 0 0 41 0 89 89 191

工 学 部 513 279 18 4 54 0 355 355 868

農 学 部 77 47 3 14 37 0 101 101 178

環 境 23 4 0 6 0 0 10 10 33

情 文 ・ 情 科 1 0 0 0 0 0 0 1

そ の 他 12 1 1 1 0 0 3 3 15

合 計 1,186 545 38 29 248 1 861 857 4 0 2,047

２．眼の検査

学部・研究科
継続者 新規従事者 および 要観察者 受検者の検査結果

合 計検査
不要

第１回 第２回 第３回 第４回 他機関 計
異常
なし

�－２
要観察

�－１
要医療

文 学 部 0 0 0 0 0 1 1 1 1

理 学 部 415 133 2 1 113 0 249 248 1 664

医 学 部 ・ 医 47 33 10 3 3 0 49 49 96

医 学 部 ・ 保 101 48 1 0 41 0 90 90 191

工 学 部 514 279 17 4 54 0 354 351 3 868

農 学 部 77 47 3 14 37 0 101 101 178

環 境 23 4 0 6 0 0 10 10 33

情 文 ・ 情 科 1 0 0 0 0 0 0 1

そ の 他 12 1 1 1 0 0 3 3 15

合 計 1,190 545 34 29 248 1 857 853 4 0 2,047

３．血液検査

学部・研究科
継続者 新規従事者 および 要観察者 受検者の検査結果

合 計検査
不要

第１回 第２回 第３回 第４回 他機関 計
異常
なし

�－２
要観察

�－１
要医療

文 学 部 0 0 0 0 0 1 1 1 1

理 学 部 415 133 1 2 113 0 249 245 4 664

医 学 部 ・ 医 47 33 10 3 3 0 49 49 96

医 学 部 ・ 保 101 48 1 0 41 0 90 88 2 191

工 学 部 514 279 17 4 54 0 354 352 1 1 868

農 学 部 76 47 4 14 37 0 102 99 3 178

環 境 23 4 0 6 0 0 10 10 33

情 文 ・ 情 科 1 0 0 0 0 0 0 1

そ の 他 12 1 1 1 0 0 3 3 15

合 計 1,189 545 34 30 248 1 858 847 10 1 2,047

Ⅰ．放射線同位元素等を取り扱う実験・実習に従事する学生
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６－２ 放射線を取り扱う学生の特殊健康診断実施要領

名古屋大学において放射線業務（RI，放射線発生装置，�線発生装置等を用いた実習，実験，診療

等）を行う学生（学部生，大学院生，研究生等）は以下に従い，「特殊健康診断」を受けなければなら

ない。

対象者区分

１．新規従事者

１）新たに放射線業務を行う者�

問診および検査（血液，皮膚，眼の検査）が必須である。その後の健康診断は，継続従事者に

準じて実施する。

２．継続従事者

１）継続して放射線業務を行う者�

一年を超えない期間ごとに問診を必ず受け，必要に応じて検査（血液，皮膚，眼の検査）を受

けなくてはならない。

２）放射線業務あるいは従事者登録の期間にブランクがある者（過去にRIを取り扱ったがその後放

射線業務をせず放射線業務従事者としての登録をしていない者，海外留学などで放射線業務に中

断期間がある者等）�

放射線業務を始める前に問診を必ず受け，必要に応じて検査（血液，皮膚，眼の検査）を受け

なくてはならない。所属部局の放射線取扱主任者は中断期間等について被ばく歴等の調査，判

定を行う。

放射線業務従事者特別健康診断問診受検票（以下，問診受検票という）

１．本人用，教務掛・放射線管理室用，保健管理室用の三枚複写になっている。

２．年度当初に保健管理室から各部局教務掛に配布されたものを「手続きの流れ」に沿って処理する。

その他

１．名古屋大学保健管理室での血液検査は採血日をもって検査完了とみなす。但し，後日保健管理室か

ら送付される血液検査データ（２枚つづり）を，教務掛は一部を本人に配布するとともに一部を保

管または放射線管理室に送付する。

２．健康診断結果（問診受検票および血液検査データ）は本人保管を原則とする。本人は放射線管理室

からの依頼に応じてその写しを提出する義務がある。提出のない場合は放射線業務従事者としての

登録ができない。

３．急なRI業務開始や予定外のRI業務等で特殊健康診断を受ける必要がある場合，年間健診予定期

日に関し保健管理室に確認し，他施設で受診する。そのうえで，保健管理室で判定をうける必要が

ある。その場合，結果は６ヵ月以内のものを有効とする。

４．放射線取扱主任者，保健管理室長は被ばく予想量が５mSv以下であっても必要に応じて検査を勧

告できる。また本人も検査を希望・受診することができる。

５．妊娠中，妊娠の可能性のある女子従事者は放射線取扱主任者にその旨照会する。
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担当事務掛は結果を取りまとめ，「受検を要しない者」に対し結果（本人用）を返送

すると同時に，結果（教務・保管用）を放射線管理室／教務に送付／保管する。

再度検査が必要と診断された者は保健管理室で再検査を受けること。

後日，保健管理室から送付される血液データ（２枚つづり）の１部は本人へ，１部は

放射線管理室／教務に送付／保管する。



表 ２

放射線業務従事者特別健康診断問診受検票
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調査結果 健康診断結果

学部・研究科
有害物質
取扱者

健康診断
対象者

受診者
検
査

学部・
研究科

受検者
受 検 者 の 結 果

異常なし 所見有り 所見・要医 未受検

理 学 部 347 153 112

内
科

理 112 112

医 4 4医学部・医 学 11 4 4

保健 0医学部・保健学 0 0 0

工 309 309工 学 部 780 382 309

農 74 74農 学 部 265 99 74
環境 6 6

環境学研究科 23 6 6
情報 2 2

情報文化・情報科学 8 4 2
その他 0

そ の 他 1 1 0

皮
膚

理 112 111 1
合 計 1,435 649 507

医 4 4

保健 0※対象者は、物質の取扱が週１回以上の学

生および自覚症状のある学生 工 309 309

農 74 74

環境 6 6

情報 2 2

その他 0

眼

理 1 1

医 1 1

保健 0

工 0

農 1 1

環境 0

情報 0

その他 0

血
液

理 50 45 5

医 0

保健 0

工 129 125 4

農 27 27

環境 1 1

情報 2 2

その他 0

尿

理 0

医 0

保健 0

工 6 6

農 1 1

環境 0

情報 0

その他 0

Ⅱ．有害物質を取り扱う実験・実習に従事する学生

平成23年度 有害物質等従事学生の調査および検査結果
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表 ３
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表 ３
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表 ４
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職員一般定期健康診断実施状況

検 査 項 目 対 象 人 員 実 施 時 期（月）

胸 部 Ⅹ 線 間 接 撮 影 検 査 約 5,700人 ７（12）

同 上 直 接 撮 影 検 査 約 300 ８・１

尿 検 査 約 5,700 ７（12）

血 圧 検 査 約 5,700 ７（12）

肝 臓 機 能 検 査

約 4,200 ７（12）
脂 質 検 査

貧 血 検 査

糖 質 検 査

心 電 図 検 査
約 3,100 ７（12）

腹 囲 測 定

聴 力 検 査 （ 1000／ 4000Hz） 約 2,500 ７（12）

（ ）書きは７月受診できなかった者

職員一般定期健康診断実施要項

検 査 項 目 実施回数 対 象 者

胸 部 � 線 間 接 撮 影 検 査 年１回

全 職 員

ただし，前年度検査においてＤ－２以上の判定を

受けた職員を除く

同 上 直 接 撮 影 検 査 年１・２回
同上検査にて要精検と判定された職員及び前年度

検査においてＤ－２以上の判定を受けた職員

尿 検 査

年１回 全職員血 圧 検 査

身 長 体 重 ・ 視 力 検 査

肝 臓 機 能 検 査

脂 質 検 査

貧 血 検 査

糖 質 検 査 年１回 35歳及び40歳以上の職員

心 電 図 検 査

腹 囲 測 定

聴 力 検 査 （1000／4000Hz） 年１回 35歳・40歳及び45歳以上の職員

職員がん検診実施要領

検 査 項 目 実施時期 対 象 者

胃 の Ｘ 線 間 接 撮 影 検 査 ５ 月 40歳以上の職員で受検を希望する者

子 宮 が ん 検 査 ９ 月 30歳以上の女子職員で受検を希望する者

大腸がん検診（便潜血反応検査） ７（12）月 40歳以上の職員で受検を希望する者

３.職員の健康診断

１）一般定期健康診断

職員の健康診断は職員課福祉掛が計画を立案，統括している。

定期健康診断の実施状況，実施要項は別表の通りである。一部の項目で二次健診（精密検査）も実施

している。必要に応じて外部機関への受診をすすめ，紹介等を行っている。
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平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果

№ 部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受 検 率 備 考

1 役 員 等 8 7 1 87.5％

2 総 務 部 109 97 12 89.0％

3 財 務 部 64 61 3 95.3％

4 研 究 協 力 部 83 74 9 89.2％

5 国 際 部 66 59 7 89.4％

6 施 設 管 理 部 50 43 7 86.0％

7 学 務 部 55 51 4 92.7％

8 情 報 連 携 統 括 本 部 62 60 2 96.8％

9 総合企画室・評価企画室 12 11 1 91.7％

10 監 査 室 5 5 0 100.0％

11 教 養 教 育 院 13 13 0 100.0％

12 高 等 研 究 院 2 2 0 100.0％

13 文 系 事 務 部 102 96 6 94.1％

14 文 学 部 ・ 文 学 研 究 科 65 48 17 73.8％

15 教育学部・教育発達科学研究科 46 33 13 71.7％

16 教 育 学 部 附 属 学 校 37 33 4 89.2％

17 法 学 部 ・ 法 学 研 究 科 84 66 18 78.6％

18 経済学部・経済学研究科 53 32 21 60.4％

19 国 際 開 発 研 究 科 42 32 10 76.2％

20 国 際 言 語 文 化 研 究 科 49 31 18 63.3％

21 情報文化学部・情報科学研究科 149 129 20 86.6％

22 理学部・理学研究科・多元数理科学研究科 503 454 49 90.3％

23 工 学 部 ・ 工 学 研 究 科 604 507 97 83.9％

24 農学部・生命農学研究科 277 240 37 86.6％

25 環境学研究科・地球水循環研究センター 244 208 36 85.2％

26 総合保健体育科学センター 34 30 4 88.2％

27 研 究 所 事 務 部 32 30 2 93.8％

28 環 境 医 学 研 究 所 52 52 0 100.0％

29 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 61 54 7 88.5％

30 エ コ トピ ア 科 学 研 究 所 90 88 2 97.8％

31 附 属 図 書 館 52 52 0 100.0％

32 留 学 生 セ ン タ ー 17 15 2 88.2％

33 博 物 館 13 10 3 76.9％

34 医 学 部 ・ 医 学 系 研 究 科 677 660 17 97.5％

35 医 学 部 附 属 病 院 1,766 1,681 85 95.2％

36 医 学 部 保 健 学 科 113 104 9 92.0％

小 計 5,691 5,168 523 90.8％

人 間 ド ッ ク 受 検 者 867
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平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（胸部Ｘ線間接撮影）

部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

東 山 地 区 3,135 2,039 412 65.0% 19 42

鶴 舞 地 区 2,443 2,176 102 89.1% 19 29

大 幸 地 区 他 113 82 9 72.6% 0 0

小 計 5,691 4,297 1,394 75.5% 38 71

人 間 ド ッ ク 受 検 者 867

合 計 5,691 5,164 527 90.7% 38 71

対象者には直接撮影指示の者も含まれる

平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（尿：蛋白・糖・潜血）

回 部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

1 東 山 地 区 3,135 1,849 1,286 59.0% 5 8

鶴 舞 地 区 2,443 1,896 547 77.6% 39 45

大 幸 地 区 他 113 77 36 68.1% 0 0

小 計 5,691 3,822 1,869 67.2% 44 53

人間ドック受検者（４～10月実施） 499

合 計 5,691 4,321 1,869 75.9% 44 53

2 東 山 地 区 等 1,719 852 867 49.6% 4 6

※1 鶴 舞 地 区 等 2,457 1,890 567 76.9% 21 29

小 計 4,176 2,742 1,434 65.7% 25 35

人 間 ド ッ ク 受 検 者 368

合 計 4,176 3,110 1,066 74.5% 25 35

※1対象者は特定対象者及び定期健康診断未受検だった者を含む

平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（血圧検査）

回 部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

1 東 山 地 区 3,135 1,864 1,271 59.5% 94 398

鶴 舞 地 区 2,443 2,029 414 83.1% 73 391

大 幸 地 区 他 113 79 34 69.9% 9 30

小 計 5,691 3,972 1,719 69.8% 176 819

人 間 ド ッ ク 受 検 者 499

合 計 5,691 4,471 1,220 78.6% 176 819

2 東 山 地 区 等 1,719 859 860 50.0% 7 156

※2 鶴 舞 地 区 等 2,457 1,940 517 79.0% 9 225

小 計 4,176 2,799 1,377 67.0% 16 381

人 間 ド ッ ク 受 検 者 368

合 計 4,176 3,167 1,009 75.8% 16 381

※2対象者は特定対象者及び定期健康診断未受検だった者を含む

平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（血液検査）

部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

東 山 地 区 2,950 1,791 1,159 60.7% 406 461

鶴 舞 地 区 3,005 2,152 853 71.6% 367 471

大 幸 地 区 102 72 30 70.6% 21 20

小 計 6,057 4,015 2,042 66.3% 794 952

人 間 ド ッ ク 受 検 者 867

合 計 6,057 4,882 2,042 41.8% 794 952

対象者は特定対象者（名大オリジナル）の者を含む
鶴舞地区の特定業務（放射線）の再見直しにより今回は対象者が増えた
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平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（心電図検査）

部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

東 山 地 区 2,056 1,244 812 60.5% 20 145

鶴 舞 地 区 1,012 942 70 93.1% 12 84

大 幸 地 区 88 62 26 70.5% 2 3

小 計 3,156 2,248 908 71.2% 34 232

人 間 ド ッ ク 受 検 者 867

合 計 3,156 3,115 41 98.7% 34 232

平成23年度 職員一般（定期・特定）健康診断実施結果（聴力：オージオ検査）

部 局 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

東 山 地 区 1,677 969 708 57.8% 0 10

鶴 舞 地 区 782 717 65 91.7% 0 5

大 幸 地 区 79 54 25 68.4% 0 2

小 計 2,538 1,740 798 68.6% 0 17

人 間 ド ッ ク 受 検 者 867

合 計 2,538 2,607 798 102.7%

平成23年度 職員がん検診
※

検 査 名 対象者数 受検者数 未受検者数 受検率 要精検 有所見 備 考

胃 の 検 査 3,287 472 2,815 14.4% 18 55

子 宮 が ん 検 査 2,155 504 1,651 23.4% 8 127

便 潜 血 反 応 検 査 3,050 584 2,466 19.1% 39 39

※対象者数は職員総数を含む
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職員特殊健康診断実施計画

検 査 項 目 実 施 時 期 （月）

１ 血 液 検 査（ＲＩ従事者） ７・12（５・10）

２ 血 液 検 査（有害業務従事者） ７・12

３ 皮 膚 検 査（ＲＩ従事者） ７・12（５・10）

４ 皮 膚 検 査（有害業務従事者） ７・12

５ 眼 の 検 査（ＲＩ従事者） ７・12（５・10）

６ 眼 の 検 査（有害業務従事者） ７・12

７ 口 腔 検 査 ７・12

８ 血 圧 検 査 ７・12

９ 尿 検 査 ７・12

10 胸部X線直接撮影検査 ８・１

11 聴力及び平衡機能等検査 ６・11

12 整形外科系検査（上肢・肩・背部等） ２

13 心肺機能検査 ６・11

14 ＶＤＴ作業健康診断 ２

（ ）書きは学生検査日受診可能

平成23年度 職員特殊健康診断実施結果（特定有害業務：ＲＩを除く）

検 査 項 目 回数 対象者数 受検者数 受 検 率 備 考

心 肺 機 能 検 査
1 27 9 33.3%

2 25 10 40.0%

耳 鼻 科 系 検 査
1 51 19 37.3%

2 50 18 36.0%

眼 の 検 査
1 348 144 41.4%

2 296 108 36.5%

口 く う 検 査
1 453 222 49.0%

2 464 250 53.9%

血 液 検 査
1

一般（特定）検査に含まれる
2

皮 膚 検 査
1 715 346 48.4%

2 678 314 46.3%

整 形 外 科 系 検 査 1 1,142 970 84.9%

Ｖ Ｄ Ｔ 検 査 1 1,856 1,656 89.2%

＊ 尿検査及び血圧検査の１回目は一般定期健康診断実施結果に含まれる。

＊ ＶＤＴ検査は当該問診結果によってＶＤＴ検査の要否を判断しするようにした。

２）特殊健康診断

本健診の実施計画およびその結果を表に示した。このうち���作業健康診断には，情報科学研究科

宮尾克教授の協力を得た。
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平成23年度 職員特殊定期健康診断実施結果（放射線（��）業務）

検査項目 回数 対象者数 省略者数 受検者数 備 考

血 液 検 査
1 1,437 964 234

2 1,414 1,235 132

皮 膚 検 査
1 1,437 964 136

2 1,414 1,235 99

眼 の 検 査
1 1,437 964 136

2 1,414 1,234 100

平成23年度 職員健康診断実施結果（胸部�線直接撮影）

検査項目 回数 対象者数 受検者数 受 検 率 備 考

一 般 検 査
1 95 80 84.2％

2 63 51 81.0％

特殊検査（特定有害）
1 119 72 60.5％

2 77 49 63.6％

他院等での受診報告を含む

３）保健指導

一般健康診断のデータを基にして、40歳以上の職員を対象とする保健指導を始めた。動機付け支援レ

ベル以上と判定された職員のうち希望者に対してのみ行った。保健管理室の保健師が一人一回30分ほど

の時間をかけて指導を行った。
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平成23年度 職員保健指導対象者状況

項 目 １回目 ２回目

メタボリックシンドローム判定 2,195 331

保健指導

区 分

積極的支援 133 22

動機付け支援 181 28

支援なし（治療中など） 1,616 225

対 象 外（40歳未満・75歳以上） 203 43

判定不能（ドック予定者・項目不足） 62 13



職員課福祉掛

表 ５
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人事労務課福祉掛



職員課福祉掛

表 ５
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人事労務課福祉掛



健康診断の流れ〔職員〕

１ 初めて放射線業務を行う予定の者，放射線業務に従事している者は，４月上旬に調査される特

定有害業務等従事状況届出票（別紙）の放射線業務欄（電離10～23）に記入しておく。

人事労務課は，特定有害業務等従事状況届出票により放射線業務従事者に対して，「問診票」

を各部局の衛生管理担当者を通して配付する。【５月中旬】【10月中旬】

２ 放射線従事者は，配付された「問診票」に記入の上，各部局の衛生管理担当者へ送付する。各

部局の担当者は，「問診票」に放射線取扱主任者による被ばく歴評価（押印）後，人事労務課

へ報告する。（ただし，初めて放射線業務に従事する新規従事者は放射線取扱主任者の確認を

必要としない。）【５月下旬】【10月下旬】

３ 各部局の衛生管理担当者は，記載事項を確認のうえ「問診票」を人事労務課まで送付する。

【５月末】【10月末】

４ 人事労務課は「問診票」の判定を保健管理室長に依頼し，その判定結果を各部局の衛生管理担

当者に通知し，同「問診票」を，各部局の衛生管理担当者と��管理室が保管するとともに，

衛生管理担当者は「問診票」の（写）を本人に送付する。【６月中旬】【11月下旬】

５ 健康診断実施通知書を配付する。【６月下旬】【11月下旬】

６ 検査（血液，皮膚，眼，定期健康診断）の実施【７月】【12月】

注意

初めて放射線業務を行う者は，上の流れで健康診断を受けるのが本来であるが，下の場合等急ぎ健康

診断を受ける必要がある場合は，「放射線を取り扱う学生の特殊健康診断」実施時に受検が可能である。

・５月，７月のアイソトープ総合センター主催��講習受講等で，上の流れでは間に合わない場合

・年度途中に健康診断の受検が必要となった場合

但し，受検の際は職員専用の問診受検票が必要となる。所属する部局の人事担当掛で指定の問診票を

受け取り持参すること。
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放射線業務継続従事者 放射線業務新規従事者

「特定有害業務等従事状況届出票」

により今年度の従事状況の確認

「特定有害業務等従事状況届出票」

により放射線業務従事者の登録

「放射線業務従事者特殊健康診断問診票」に記入

放射線取扱主任者による被ばく歴評価

「放射線業務従事者特殊健康診断問診票」の提出

前年度の実効線量が，５ミリシー

ベルトを超えず，かつ，当該年度

の実効線量が，５ミリシーベルト

を超えるおそれがない従事者

前年度の実効線量が，５ミリシー

ベルトを超えた従事者，または，

当該年度の実効線量が，５ミリシー

ベルトを超えるおそれがある従事

者

新規従事者

判 定

（保健管理室長）

判 定

（保健管理室長）

血液検査，皮膚検査，

眼の検査を省略する

（定期健康診断は省略できないため受検する）

血液検査，皮膚検査，白内障に関する眼の検査及び

一般定期健康診断のそれぞれの検査実施時に受検する。

健康診断の手続きの流れ【職員】
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表 ６
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健康相談担当医日割表

月 火 水 木 金

午 前 尾 崎 信 暁 尾 崎 信 暁 山 本 明 子 石 黒 洋 小 池 晃 彦

午 後 尾 崎 信 暁 押 田 芳 治 山 本 明 子 石 黒 洋 小 池 晃 彦

保健管理室分室（鶴舞）：適宜対応

４.健康相談と応急処置（学生・職員）

健康相談および応急処置は，身体，精神の２部門に分かれて実施している。精神部門の活動について

は，次の精神衛生業務で述べ，ここでは，身体健康相談およびその応急処置について記述する。

学生・職員別に，分野別・処置内容別に，月次推移で表に示した。また，東山キャンパスの保健管理

室・全学教育棟の保健室および鶴舞キャンパスの保健管理室分室で応急処置を含めた保健業務を行って

いる。大幸キャンパスの保健管理室大幸分室では応急処置を行っている。
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〔学生，月別〕平成23年度 保健管理室利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

健
康

相
談

内 科 8 53 77 45 17 25 52 87 52 53 36 30 535
外 科 2 1 2 2 2 0 0 2 0 0 0 0 11
整 形 外 科 0 5 11 4 3 4 2 7 0 1 6 1 44
皮 膚 科 0 3 5 2 1 1 2 1 0 0 0 0 15
眼 科 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
耳 鼻 科 0 2 3 2 1 1 0 22 0 0 2 0 33
婦 人 科 0 0 1 2 1 0 4 0 1 1 0 1 11
脳 神 経 外 科 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
歯 科 ・ 口 腔 外 科 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
泌 尿 器 科 0 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 5
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 10 65 100 58 28 31 62 120 53 55 44 32 658
与 薬 60 94 116 81 54 63 71 109 79 87 75 60 949
医 療 機 関 へ の 紹 介 0 3 4 5 1 1 7 17 5 3 0 4 50
診 断 書 0 3 5 4 1 0 8 4 1 23 4 0 53

検
査

血 液 0 0 0 1 0 0 0 0 0 22 0 0 23
尿 0 0 0 1 0 1 0 0 2 1 0 0 5

心 電 図 0 0 1 2 1 0 1 0 0 0 0 0 5

� － � 0 1 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0 9
血 圧 0 5 6 8 0 3 3 2 0 1 0 0 28
体 重 ・ 体 脂 肪 0 6 3 22 3 3 6 3 8 1 9 7 71
視 力 ・ 色 覚 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2
聴力（オージオメーター） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

計 0 13 14 36 7 7 10 6 10 25 9 7 144

処
置

創 傷 処 置 13 16 22 21 11 9 13 18 9 5 6 5 148
湿 布 2 9 14 6 6 3 8 8 5 2 5 1 69
そ の 他 10 19 12 4 3 0 1 6 1 5 0 3 64

計 25 44 48 31 20 12 22 32 15 12 11 9 281
窓 口 相 談 183 179 102 62 48 44 88 89 71 96 58 63 1,083
休 養 室 0 10 6 9 7 3 5 8 3 9 10 2 72
実 験 用 採 血 0 5 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 9
定 期 外 健 康 診 断 0
留 学 生 利 用 数 23 38 71 36 26 28 52 88 37 72 51 33 555

〔学生，月別〕平成23年度 保健室（全学教育棟）利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
相

談

身体的相談 （内 科） 15 18 14 9 2 0 16 17 11 15 5 8 130
身体的相談 （外 科） 15 16 29 13 0 0 23 16 5 5 5 6 133
身体的相談 （その他） 4 8 7 10 0 0 0 1 3 0 0 2 35
メ ン タ ル 的 相 談 1 2 6 2 0 0 0 0 0 0 1 1 13

計 35 44 56 34 2 0 39 34 19 20 11 17 311

処
置

創 傷 処 置 14 10 19 9 0 0 15 12 3 3 2 4 91
湿 布 1 6 9 4 0 0 8 4 2 1 1 2 38
そ の 他 0 2 1 3 1 0 1 0 0 9 10 0 27

計 15 18 29 16 1 0 24 16 5 13 13 6 156

検
査

視 力 0 1 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 9
尿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

血 圧 0 1 2 7 0 0 2 1 0 0 1 0 14
身 長 ・ 体 重 0 4 3 6 0 0 7 8 7 10 0 4 49
体 組 成 計 0 0 51 45 1 2 55 54 39 53 44 8 352

紹
介

保 健 管 理 室 0 1 4 4 0 0 3 2 1 2 0 1 18
学生相談室・メンタル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学 外 医 療 機 関 0 9 6 9 1 0 5 5 3 2 1 3 44

計 0 10 10 13 1 0 8 7 4 4 1 4 62病
場 正 課 中 1 4 6 2 0 0 1 2 1 0 0 0 17

課 外 活 動 中 0 0 4 1 1 0 22 14 4 5 1 4 56
ベ ッ ト 休 養 6 0 16 6 0 0 7 11 9 11 3 2 71
留 学 生 利 用 数 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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〔職員，月別〕平成23年度 保健管理室利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

健
康

相
談

内 科 2 8 17 13 9 13 14 18 23 12 18 11 158
外 科 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 5
整 形 外 科 0 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 7
皮 膚 科 0 2 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 6
眼 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 鼻 科 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
婦 人 科 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
脳 神 経 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯 科 ・ 口 腔 外 科 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
泌 尿 器 科 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 2 16 22 14 11 15 16 19 24 12 19 12 182
与 薬 14 24 30 24 12 15 32 29 31 18 28 24 281
医 療 機 関 へ の 紹 介 0 1 4 3 4 2 3 1 1 1 0 1 21
診 断 書 0 1 0 0 1 5 0 0 0 0 2 1 10
採 用 時 健 康 診 断 書 1 0 0 0 1 0 1 0 1 13 0 0 17

検
査

血 液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
尿 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

心 電 図 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

� － � 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3
血 圧 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 3
体 重 ・ 体 脂 肪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
視 力 ・ 色 覚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
聴力（オージオメーター） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 2 0 0 3 0 0 0 0 2 1 8

処
置

創 傷 処 置 0 3 5 3 1 3 5 1 4 1 2 3 31
湿 布 0 1 1 0 1 0 3 0 0 0 0 0 6
そ の 他 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 3

計 0 4 6 5 2 3 8 1 4 1 3 3 40
窓 口 相 談 11 22 17 17 21 12 13 11 20 13 17 10 184
休 養 室 1 1 3 3 0 0 0 0 0 0 1 0 9
安 全 衛 生 関 連 の 指 導 7 4 4 4 0 7 6 8 3 6 5 3 57
定 期 外 健 康 診 断 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

〔職員，月別〕平成23年度 保健室（全学教育棟）利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
相

談
身体的相談 （内 科） 1 1 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1 7
身体的相談 （外 科） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2
身体的相談 （その他） 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
メ ン タ ル 的 相 談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 1 0 1 1 1 0 0 1 3 1 1 11

処
置

創 傷 処 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
湿 布 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2
そ の 他 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 3

計 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 0 5

検
査

視 力 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
血 圧 0 6 11 8 3 0 0 0 5 0 0 0 33
身 長 ・ 体 重 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4
体 組 成 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

紹
介

保 健 管 理 室 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
メ ン タ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学 外 医 療 機 関 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

計 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 3
ベ ッ ト 休 養 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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〔学生，月別〕平成23年度 保健管理室鶴舞分室・保健管理室大幸分室利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

健
康

相
談

内 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
整 形 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
皮 膚 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
眼 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 鼻 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
婦 人 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脳 神 経 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯 科 ・ 口 腔 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
泌 尿 器 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
与 薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医 療 機 関 へ の 紹 介 0 2 1 0 0 1 1 0 1 3 0 2 11
診 断 書 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

検
査

血 液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
尿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

血 圧 0 1 1 0 0 1 1 3 0 2 0 0 9
体 重 ・ 体 脂 肪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 2 1 0 0 2 3 0 0 2 0 0 10

計 0 3 2 0 0 3 4 3 0 4 0 0 19

処
置

創 傷 処 置 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3
湿 布 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
そ の 他 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2

計 0 1 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 6
窓 口 相 談 2 3 4 3 0 2 1 1 2 0 1 1 20
ベ ッ ト 休 養 0 2 0 0 0 2 2 2 0 2 1 0 11
分室利用（採血、ワクチン等） 0 107 101 97 0 0 0 0 0 101 87 0 493
留 学 生 利 用 数 1 0 1 1 0 0 1 0 2 2 0 3 11
大 幸 地 区 利 用 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

〔職員，月別〕平成23年度 保健管理室鶴舞分室・保健管理室大幸分室利用件数表

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

健
康

相
談

内 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
整 形 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
皮 膚 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
眼 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 鼻 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
婦 人 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脳 神 経 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯 科 ・ 口 腔 外 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
泌 尿 器 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
与 薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医 療 機 関 へ の 紹 介 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
診 断 書 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

検
査

血 液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
尿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

血 圧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
体 重 ・ 体 脂 肪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2

計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2

処
置

創 傷 処 置 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2
湿 布 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 4
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 3 6
窓 口 相 談 1 1 0 0 1 2 0 2 0 2 1 0 10
ベ ッ ト 休 養 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
分 室 利 用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大 幸 地 区 利 用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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５.精神健康（メンタルヘルス）相談業務

学生との面接は，キャンパスの精神健康診断業務としても，また青年期における精神医学あるいは精

神健康科学の研究にとっても重要である。

来談者数，延面接回数は表の通りである。大学院生と教職員の相談が最近増加傾向にあることも注目

すべきである。都合がつかず他の機関を紹介した例も多数ある。家族や指導教員による学生に関する相

談も多くなってきている。精神科医3人となった現在，面接回数は増加しているが，それでも予約の順

番が待てないこともあり十分な対応は難しい。内科で心身症的に対応されている留学生も多いと考えら

れる。健康個人調査において面接を希望した学生を呼出し通知を出したが，待ち切れずに他の医療機関

相談機関を訪れている者が相当数いると推定される。

精神科産業医としての業務について述べておく。精神科に関連した疾患で長期に休職している職員が

常時十数名いるので，定期的に休職の状況をフォローしている。また長期休職者に対して的確な治療を

アレンジしている。また，復職に対しては，細かにフォローすることで復職をスムーズに行えるよう，

対応している。

また，もう一つの産業医の業務として，名古屋大学ハラスメントセンターからのリファーの仕事があ

る。それは，ハラスメントによってうつ病など精神科的な被害を被っている職員の診察を行い，職場に

対して人事的なアドバイスを行うことでハラスメント状況の改善に寄与している。

さらに，2009年11月よりメンタルヘルス相談窓口を職員全般を対象にして始めたが，そのため職員の

受診が急激に増えている。それに対応するために，心理士によるカウンセリングを行っている。
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平成23年度 新患内訳

統
合
失
調
症

妄
想
性
障
害

急
性
精
神
病

双
極
性
感
情
障
害

抑
う
つ
状
態

そ
の
他
の
気
分
障
害

対
人
怖
症
症

そ
の
他
の
恐
怖
症

不
安
神
経
症

強
迫
性
神
経
症

適
応

障
害

解
離

障
害

心
気

症

離
人
神
経
症

摂
食

障
害

睡
眼

障
害

人
格

障
害

ア
パ
シ
ー
症
候
群

そ
の

他

計

１ 年 3 1 1 2 4 11

２ 年 1 1 1 1 1 1 6 12

３ 年 1 1 1 1 1 2 1 3 11

４ 年 1 1 4 1 1 2 1 5 6 22

大学院 1 1 2 9 6 6 8 2 6 7 18 66

その他 1 2 1 7 1 1 17 1 1 1 2 12 47

総 計
3 4 1 3 24 0 2 1 9 9 30 0 3 3 3 1 10 14 49 169

（2）（2）（1）（2）（17）（0）（1）（1）（8）（9）（13）（0）（2）（3）（2）（0）（8）（14）（37）（122）

※「その他」は職員、研究生・研究員・科目履修生・卒業生・法科大学院・学年が不明な者を含む

※「大学院」は大学院留学生・Ｍ・Ｄ・ＯＤ・ＰＤを含む

※「計」の中で職員を含む項目においては下段（ ）内に学生数のみの人数を示してある。

平成23年度 受診者総数（学部別）

文 教育 法 経済 情文 理 医 工 農
独 立
研究科

その他 計

17 6 8 10 7 30 20 56 21 42 76 293

※独立研究科は、国際開発研究科・国際言語文化研究科・環境学研究科・多元数理科学研究科・情報科学研

究科・法科大学院を含む

※「その他」は職員を含む

平成23年度 月別受診者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

111 114 123 119 111 119 129 138 132 134 136 127 1,493

83 91 92 90 95 87 101 109 104 106 107 10 1,075

※「計」の中で下段に学生数のみの人数を示してある。

平成23年度 月別面接回数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

207 219 205 220 177 208 226 243 230 238 254 207 2,634

144 156 139 155 151 147 166 176 165 174 188 153 1,914

※「計」の中で下段に学生数のみの人数を示してある。
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６.運動実施のためのメディカルチェック

大学公認課外活動で試合出場等に診断書が必要な場合，メディカルチェックを行い，発行している。

チェックの項目としては、必要に応じ、問診、血圧、脈拍、および心電図など行っている。

メディカルチェックは定期健康診断の結果を参考としているため，定期健康診断未受診者には行って

いない。

７.感染症検査

入学時（学部１年生）に感染症に関する既往および予防接種歴の調査を行っている。

特に医学部1年生を対象に感染症（麻疹・風疹・水痘・ムンプス）のワクチン接種の確認をしている。

医学部生の病院実習前に，Ｂ型肝炎ワクチンの接種および接種前後に抗原・抗体・肝機能検査を実施

している。
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事 業 場 産 業 医

東 山 地 区 総合保健体育科学センター

教 授 押 田 芳 治

教 授 小 川 豊 昭

教 授 石 黒 洋

准 教 授 小 池 晃 彦

准 教 授 津 田 均

准 教 授 山 本 明 子

情報科学研究科

教 授 宮 尾 克

鶴 舞 地 区 医学系研究科

医 学 部 准 教 授 市 原 学

鶴 舞 地 区 総合診療科

病 院 講 師 佐 藤 寿 一

精神科

教 授 入 谷 修 司

大 幸 地 区 保健学科

教 授 平 井 眞 理

８.平成23年度産業医名簿
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保 健 体 育 の 事 業





発 行 日 主 な 記 事 執 筆 者

107 2011．10．28

散策式３D

癒されない現代のトラウマ：災害，テロ，ガン，解雇，虐待

コレステロールが高いといわれたら

今，サッカーが面白い

蛭 田 秀 一

小 川 豊 昭

小 池 晃 彦

秋 間 広

108 2012．１．31

スポーツと偶然

スイス・アルプスへの誘い

糖尿病食事療法の今昔

スポーツを通して考える人間関係

池 上 康 男

石 田 浩 司

尾 崎 信 暁

山 本 裕 二

109 2012．３．30

ジュニアスポーツ

大学新入生の運動不足感

一流選手になるための「鍵」は？

色々な頭痛

西 田 保

島 岡 み ど り

布 目 寛 幸

石 黒 洋

１.「健康への道」の発行

教職員・学生の健康やスポーツ活動に対する理解と関心を高め，運動施設の利用の促進や便宜をはか

る目的で年間３回発行されている。平成23年度は，107号，108号，109号を発行した。主な記事の表題，

担当執筆者は以下の通りである。
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平成23年度 スポーツ公開講座および施設開放実施状況

学内向け

名 称 対 象
募集
人数

受講
人数

担当責任者 回数 実 施 時 期 場 所

室内プール夜間開放 学生

院生

教職員

－ － 池 上 康 男 66回 H23.4.4～ 7.21

H23.10.3～H24.1.26

H24.3.1～ 3.29

（月・木曜日の16:30

～19:00。ただし，

祝日，冬期休業期間

を除く）

屋内プール

夏期休業中室内プー

ル開放

学生

院生

教職員

－ － 池 上 康 男 27回 H23.8.1～ 8.31

（月～金曜日の12:00

～18:00，土曜日の

12:00～17:00）

屋内プール

テニスコート夜間開

放

学生

院生

教職員

－ － 布 目 寛 幸 55回 H23.4.14～ 7.21

H23.10.3～12.26

H24.1.9～ 1.26

（月・木曜日。祝日、

夏・冬期休業・試験

期間中を除く）

テニスコート

２.総合保健体育科学センター主管の行事
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「健康・スポーツ科学」の授業





「健康・スポーツ科学」の授業について

１.ねらいと授業科目

名古屋大学はその学術憲章のなかで，国内外に関わらず人的交流を支える文化理解，人間性の尊重を

共有する構成員の育成をねらいとすることを謳っている。卒業後の社会で自ら行動力を以ってリーダー

シップを発揮することが求められる名古屋大学の学生にとって，その基盤となる体力と良好な健康状態

を生涯にわたり維持することは極めて重要である。

このような状況を鑑み，旧来の基本主題科目「生涯健康とスポーツ」は，平成15年度より全学基礎科

目「健康・スポーツ科学」へと名称及び内容が改められ，以下の知識・能力を身につけた人材の育成を

ねらいとしている。

１）健康・体力の維持増進に必要な正しい知識

２）運動・スポーツの健康・体力の維持増進に対する有効性の理解と，その生涯にわたる実践能力

３）運動・スポーツの実践によって生活を充実させる方法の体得

４）運動・スポーツの実践を通じて，人間関係を構築する基礎となるコミュニケーション・スキルの体

得

５）社会環境の変化やストレスに対して柔軟かつ主体的に行動できる能力

２．授業形態

「健康・スポーツ科学」は主に健康や運動に関する知識の修得を目的とする「講義」と，実践に関す

る知識や行動能力を身につけるための「実習」で構成される。「講義」と「実習」は互いに独立したも

のではなく，上記の教育目標を達成するために互いに密接な関係を持つ授業内容となっており，理論と

実践の有機的な結合が図られている。

［授業内容］

１）健康と運動・スポーツに関する最先端の科学的知識の修得（講義）

２）生涯にわたる運動習慣を身につけさせるための基礎的能力である体力，運動能力，スキルなどの育

成（実習）

３）スポーツにおいて自らが主体的，積極的に身体運動に取り組むことによって，科学的知識と論理的

思考に基づいた知的な身体運動能力や実践的問題解決行動能力の育成（講義・実習）

４）スポーツを通して，チーム・組織における人間関係づくりの基礎を修得（講義・実習）

平成15年度よりこれまでの基本主題科目「生涯健康とスポーツ」における「講義及び実習」と「実技」

が全学基礎科目「健康・スポーツ科学」における「講義」と「実習」に改められ，講義は2単位，実習

は1単位となった。取得すべき単位については，法学部と工学部を除く全ての学部で講義2単位，実習

2単位の計4単位が必修である。法学部は選択制で卒業単位となり，工学部は「講義」または「実習」

のいずれかで計2単位が必修である。
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３．「講義」について

１）時間割編成

平成16年度より各学部ともⅠ期に開講している。学生の授業科目の選択は学生が事前登録を行い，そ

れをもとに電算機上で振り分けた。

２）開講コマ数

平成23年度の「健康・スポーツ科学」の講義は，17名の専任教員が担当し，１年間に22コマ開講した。

３）ティーチング・アシスタントについて

平成23年度は，ティーチング・アシスタント１名をつけた（実習分からの振替）。

４）平成23年度から，10月入学のＧ30（国際プログラム群）新入生を対象に，秋学期（10月～翌３月）

に英語使用の講義授業１コマを開講した。

４．「実習」について

１）時間割編成

平成23年度は，表１と表２の時間割のように各学部ともⅠ期とⅡ期に実習が開講された。開講オビ数

は前期９，後期９となり，コマ数は前期59，後期61（集中開講のスキー４コマを含む）となった。

前期は７月後半まで実習が行われ，特に屋外種目においては過酷な暑熱下での実習が行われることも

あった。しかし，熱中症対策用の測定器や実習を担当する教員の配慮等により，重篤な事態は発生しな

かった。また，実習中の怪我についても，特に重傷などの報告はなかった。

２）開講コマ数

平成23年度は専任教員（11名），非常勤講師（15名）が担当し，１年間に120コマを開講した。

３）開講科目

健康・スポーツ科学実習は，テニス，サッカー，フットサル，ソフトボール，卓球，バスケットボー

ル，バレーボール，バドミントン，ゴルフ，ラケットスポーツ，スキー，フィットネス，スイミング，

太極拳，エアロビクス，アルティメットの16種目を開講した。以上に加えてアダプテッド・スポーツが

開講され，合計17種目が開講された。

各種目の授業内容はシラバスに詳しく述べられているが，ここでは本学の特色である集中講義による

学外の授業科目（スキー），さらに健康運動のための授業科目（フィットネス・エアロビクス等），アダ

プテッド・スポーツの授業内容についてふれる。

・ 学外で実施する授業科目

スキーなどの野外スポーツは，生涯にわたるスポーツ活動をする上で，近年大きな比重を占めるよう

になっている。本学では，スキーの体験や基礎技術の修得を通じて生涯スポーツへの理解と実践力を高

め，自らの健康・体力づくりへの動機を促している。スキーは例年同様受講生に人気があった。

・ 健康運動のための授業科目

この科目群は，受講者の体力レベルに応じた効果的なプログラムの実施と，さらに受講者自らがプロ

グラムを組み立てる能力を養成することが目的である。「フィットネス」，「スイミング」，「太極拳」，

「エアロビクス」が開講されている。「スイミング」は，学内温水プールを利用するため年間を通じて開
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講されている。

・ アダプテッド・スポーツ

本学では毎年全学生の１％程度の学生が外傷や疾病により通常の実習の履修が困難となっている。そ

こでこれらの学生を対象に「アダプテッド・スポーツ」を開講し，保健科学部教員（医師）と体育科学

部教員が協力し，面接による医学的指導をもとに個々の症状に応じたトレーニングや軽いスポーツを設

定し，積極的で充実した学生生活を送るためのバックアップを行っている。

４）ティーチング・アシスタントの活用

平成23年度は，前期２コマ，後期３コマに１名ずつ，さらにスキーに４名のティーチング・アシスタ

ントを採用した。これらのティーチング・アシスタントは，授業の準備にとどまらず，実際の指導にお

いて有意な教育効果をもたらした。授業内容によっては，今後さらに多くのティーチング・アシスタン

トを活用する方向で検討すべきである。

５．「実習」の非常勤講師（五十音順）

内 田 博 昭（株式会社ファミリ）

桶 野 留 美（大同大学非常勤講師）

金 尾 洋 治（愛知県立大学）

柴 田 優 子（愛知大学非常勤講師）

島 典 広（東海学園大学）

下 村 典 子（中京短期大学）

水 藤 弘 吏（愛知学院大学）

張 成 忠（有限会社桜華）

湯 海 鵬（愛知県立大学）

冨 樫 健 二（三重大学）

野 中 壽 子（名古屋市立大学）

秦 真 人（愛知学泉短期大学）

山 田 耕 司（ＮＰＯ法人卓球交流会）

吉 澤 洋 二（名古屋経済大学）

吉 田 和 人（静岡大学）
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平
成
23
年
度

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」
時
間
割
（
前
期
）

曜
日

月
火

水
木

金

１
限

講
義
８
理
医
保
農
情
（
自
）

８
：
45

｜

10
：
15

押
田
芳
治

西
田

保

石
黒

洋
石
田
浩
司

津
田

均
竹
之
内
隆
志

小
池
晃
彦

秋
間

広

２
限

実
習
７
医
農

西
田

実
習
６
経

布
目

実
習
８
文
教
情

竹
之
内

実
習
６
保

石
田

10
：
30

｜

12
：
00

池
上
康
男

プ
ー
ル

ス
イ
ミ
ン
グ

佐
々
木
康

第
一

バ
ス
ケ
ッ
ト

山
本
裕
二

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

石
田
浩
司

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

西
田

保
野
球
場

ゴ
ル
フ

竹
之
内
隆
志

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

蛭
田
秀
一

第
二

卓
球

秋
間

広
陸
上

サ
ッ
カ
ー

山
本
裕
二

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

布
目
寛
幸

陸
上

サ
ッ
カ
ー

竹
之
内
隆
志

新
ア
リ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
冨
樫
健
二

新
ア
リ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

片
山
敬
章

新
ア
リ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

片
山
敬
章

新
ト
レ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

秋
間

広
陸
上

サ
ッ
カ
ー

・
野
中
壽
子

第
五

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

・
下
村
典
子

新
ト
レ

フ
ィ
ッ
ト
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ス
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湯

海
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新
ア
リ

バ
ド
ミ
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ン
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留
美
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五
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ロ
ビ
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ス
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吉
澤
洋
二
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一

バ
ス
ケ
ッ
ト

・
吉
田
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人

第
二

卓
球

蛭
田
秀
一
／
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黒
洋
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ダ
プ
テ
ッ
ド
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吏
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ド
ミ
ン
ト
ン

西
田
保
／
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／
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ダ
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／
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ダ
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６
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５
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岡
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岡
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球
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田
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司
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康
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司
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ボ
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ッ
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澤
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ス
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ッ
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ィ
ッ
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治
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ゴ
ル
フ
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浩
司
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ダ
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康
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ィ
ッ
ト
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治

野
球
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ル
フ
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田
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一
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球

・
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ス
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ス
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陸
上
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テ
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ボ
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博
昭
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ボ
ー
ル
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間
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／
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ダ
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テ
ッ
ド

佐
々
木
康
／
山
本
明
子
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ダ
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テ
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ド

実
習
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て
は
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当
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員
（
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常
勤
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師
），
実
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所
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平
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」
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間
割
（
後
期
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曜
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月
火

水
木

金
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１
限

実
習
６
経

山
本

８
：
45

｜

10
：
15

山
本
裕
二

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

蛭
田
秀
一

第
二

卓
球

佐
々
木
康

第
一

バ
ス
ケ
ッ
ト

布
目
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片
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ミ
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ン
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／
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黒
洋

ア
ダ
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ド

２
限

実
習
７
医
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実
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７
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情

佐
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木

Ｇ
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講
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｜

12
：
00

竹
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内
隆
志

第
一
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ド
ミ
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ト
ン
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本
裕
二
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ニ
ス
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ニ
ス

小
池

布
目
寛
幸

陸
上

サ
ッ
カ
ー

佐
々
木
康

第
一

バ
ス
ケ
ッ
ト
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博
昭
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ア
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バ
レ
ー
ボ
ー
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・
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野
留
美

新
ト
レ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
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・
柴
田
優
子

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

・
水
藤
弘
吏

プ
ー
ル

ス
イ
ミ
ン
グ

・
張

成
忠

第
四

太
極
拳

・
湯

海
鵬

新
ア
リ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
山
田
耕
司

第
二

卓
球

・
秦

真
人

野
球
場

ゴ
ル
フ

山
本
裕
二
／
小
池
晃
彦

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド

西
田
保
／
押
田
芳
治

ア
ダ
プ
テ
ッ
ド

３
限

実
習
８

石
田

実
習
５
法

布
目

実
習
６
工
Ⅲ
，V

蛭
田

実
習
６
保

秋
間
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：
00

｜

14
：
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島
岡
み
ど
り

新
ト
レ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

島
岡
み
ど
り
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レ

フ
ィ
ッ
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ス

蛭
田
秀
一

第
二

卓
球

西
田

保
第
一

フ
ッ
ト
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ル

山
本
裕
二

テ
ニ
ス

テ
ニ
ス

竹
之
内
隆
志

新
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リ
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ケ
ッ
ト

石
田
浩
司

新
ア
リ

バ
ド
ミ
ン
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ン

蛭
田
秀
一

第
二

卓
球

石
田
浩
司

陸
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

布
目
寛
幸

陸
上

サ
ッ
カ
ー

・
桶
野
留
美

新
ト
レ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

秋
間

広
新
ト
レ

フ
ィ
ッ
ト
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ス

・
内
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博
昭

新
ア
リ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
吉
澤
洋
二
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ス
ケ
ッ
ト

・
水
藤
弘
吏
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ー
ル
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イ
ミ
ン
グ
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尾
洋
治

野
球
場

ゴ
ル
フ

・
張

成
忠
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四

太
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拳
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木
康
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川
豊
昭
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ダ
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ッ
ド

・
秦
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人

野
球
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
島
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広
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上

ソ
フ
ト
ボ
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ル

・
冨
樫
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二

第
一

バ
ド
ミ
ン
ト
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島
岡
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ど
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／
山
本
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ア
ダ
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テ
ッ
ド
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康
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／
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司
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布
目
寛
幸
／
小
川
豊
昭
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ド

４
限

実
習
７
工
Ⅰ
，Ⅳ

片
山
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習
５
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Ⅱ

島
岡
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｜
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山
本
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二

テ
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ス
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島
岡
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上
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ト

・
内
田
博
昭

新
ア
リ

バ
レ
ー
ボ
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澤
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康
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司
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司
／
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ダ
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ド
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習
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つ
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は
，
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当
教
員
（
・
付
は
非
常
勤
講
師
），
実
施
場
所
，
種
目
の
順
に
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異動年月日 異動後の役職 氏 名 異動内容 異動前の役職 備 考

Ｈ23．4．1 事 務 長 長 尾 義 則
配置換（環境学研
究科へ）

事 務 室 長

Ｈ23．4．1 事 務 室 長 社 本 庄 司
昇格（学生企画課
課長補佐から）

課 長 補 佐

Ｈ23．4．1 特任准教授 尾 崎 信 暁
配置換（医学部附
属病院から）

講 師

Ｈ23．4．1 非常勤看護師 今 枝 玲 子 採用

Ｈ23．4．1 非常勤研究員 門 田 浩 司 採用
東 海 学 園
大 学 助 教

Ｈ23．4．30 門 田 浩 司 退職 非常勤研究員 大阪大学医学系研究科へ

Ｈ23．9．30 村 瀬 京 子 退職 看 護 師

Ｈ23．9．30 中 原 久美子 退職 非常勤看護師

Ｈ23．10．1 看 護 師 中 原 久美子 採用 看 護 師

Ｈ23．10．1 非常勤看護師 木 村 千 春 採用

Ｈ24．1．31 松 島 茂 退職（任期満了） 非常勤用務員

Ｈ24．2．1 非常勤用務員 松 島 茂 採用（再雇用） 平成29年1月31日まで

Ｈ24．3．31 長 田 新 平 退職（定年） 非常勤用務員

庶 務 関 係 事 項

１）人 事 異 動（平成23．4．1～24．3．31）
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平成23年度各種委員会委員名簿（学内）

委員会名等 任期 保健科学部 体育科学部 備考

総合保健体育科学センター運営員会 H23.4.1～H25.3.31 小川、押田 池上、山本

図 書 館 商 議 員 会 H23.4.1～H25.3.31 島岡

原 子 力 委 員 会 H23.4.1～H25.3.31 押田

安 全 保 障 委 員 会 H23.4.1～H25.3.31 石黒

動 物 実 験 委 員 会 H23.4.1～H25.3.31 小池

全 学 計 画 ・ 評 価 担 当 者 会 議 H23.4.1～H25.3.31 石黒

研 究 助 成 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 山本 教授

国 際 交 流 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 石田

国 際 関 係 施 設 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 小池

全 学 教 育 企 画 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 蛭田 教授

情報公開・個人情報保護審査委員会 H22.4.1～H24.3.31 秋間

男 女 共 同 参 画 推 進 専 門 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 島岡

高 等 研 究 院 会 議 H22.4.1～H24.3.31 山本

利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 専 門 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 小川

蔵 書 整 備 ア ド バ イ ザ ー H22.4.1～H25.3.31 山本 竹之内、片山 ３年

発達心理精神科学教育研究センター運営委員会 H23.4.1～H25.3.31 小川

全学教育棟等の改修工事に関する検討委員会 H22.4.1～H24.3.31 池上
２年A棟改

修まで存続

バ イ オ セ ー フ テ ィ 委 員 会 H16.4.1～H24.3.31 押田

大 学 文 書 資 料 室 運 営 委 員 会 H23.4.1～H25.3.31 佐々木 講師以上

環 境 安 全 衛 生 管 理 室 運 営 委 員 会 H22.4.1～H24.3.31 石黒

自 然 災 害 対 策 検 討 WG H22.4.1～H24.3.31 小池

教 養 教 育 院 統 括 会 議 H23.4.1～H25.3.31 蛭田

教 養 教 育 院 教 務 委 員 会 H23.4.1～H24.3.31 蛭田

教養教育院健康・スポーツ科学部会 H23.4.1～H24.3.31 石黒、山本
蛭田、山本、

布目

教 養 教 育 院 評 価 専 門 委 員 会 H23.4.1～H24.3.31 蛭田

教 養 教 育 院 統 括 部 基 盤 科 学 部 門

及 び 基 盤 科 学 部 会
H23.4.1～H24.3.31 蛭田

ハ ラ ス メ ン ト の 苦 情 に 関 す る

「 部 局 受 付 窓 口 担 当 員 」
H23.4.1～H25.3.31 市橋

社 会 連 携 推 進 担 当 H22.4.1～H24.3.31 布目
ホームカミ

ングデイ

交 通 安 全 委 員 会 代 議 員 H22.4.1～H24.3.31 石田

個 人 情 報 保 護 管 理 者 H21.4.1～H24.3.31 押田

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 組 織 連 絡 協 議 会 H23.4.1～H25.3.31 （小池） 山本
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職指定委員会（センター長）

１．教育研究評議会

２．部局長会

３．組換えＤＮＡ実験安全委員会

職指定委員会（保健管理室長）

１．環境安全衛生推進本部会議・環境安全衛生推進本部打合せ会

２．安全衛生委員会

３．ハラスメント防止対策委員会

４．新型インフルエンザ対策委員会

指定以外

１．ホームカミングデイ部局代表者 布目

２．研究業績のとりまとめグループの委員 石黒（評価・企画委員が兼任）

３.ハラスメント相談センター長 総長の指名 石黒 ～H24.3.31

学生相談総合センター企画運営委員会 H23.4.1～H25.3.31 小川

学生相談総合センター兼任相談員 H23.4.1～H25.3.31 小川 竹之内

保健科学部

排水管理責任者 H21.4.1～H24.3.31 押田



平成23年度各種委員会委員名簿（センター内）

委 員 会 名 等 保 健 科 学 部 体 育 科 学 部 備 考

セ ン タ ー 長 池上

副 セ ン タ ー 長 押田

科 学 部 主 任 押田 西田

教 務 委 員 会 石黒、山本 ◎蛭田、山本、布目

予 算 委 員 会 小川、押田 ◎西田、池上

編 集 委 員 会 ◎石黒、山本 佐々木、山本 紀要、コロキウム

広 報 委 員 会 ◎小池、山本 島岡、秋間 健康への道、年報

図 書 委 員 会 小川、山本 ◎島岡，石田

特 昇 委 員 会 ◎小川、押田 西田、島岡

評 価 ・ 企 画 委 員 会 石黒、小川、小池 ◎佐々木、秋間、片山

NICE 部 局 運 営 委 員 会 小池 ◎山本，池上

ヒ ト を 対 象 と す る 研 究

審 査 委 員 会
◎石黒、小池 石田、秋間、竹之内

動 物 実 験 委 員 会 ◎小池、石黒、山本 石田、秋間

交 通 対 策 委 員 会 新任 ◎石田

保健管理室スタッフ委員会 ◎押田、山本、古橋

運 動 施 設 委 員 会 竹之内、西田、片山

環 境 管 理 担 当 教 員 押田

男女共同参画推進検討委員会 山本 島岡

安 全 衛 生 委 員 会 ◎石黒 掛長・市橋

保 健 管 理 室 長 押田

国立大学法人保健管理施設等協議会 押田

全 国 大 学 体 育 連 合 山本

教育発達科学研究科担当委員

（☆入試委員）
◎西田、☆竹之内、蛭田、☆石田

◎は，委員長を示す。

保健科学部

メンタルヘルス研究協議会 H23.4.1～H24.3.31 津田

親と子供の診療部運営協議会 H23.4.1～H25.3.31 小川

医学系研究科国際交流委員会 H16.4.1～ 小川

医学系研究科教育委員会 小川

医学系研究科修士運営委員会 石黒

医学系研究科運営委員会 押田

医学系研究科生命倫理委員会 石黒

※健康白書は石黒教授が担当
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役 職 氏 名 渡 航 目 的 渡 航 先 及 び 期 間 備 考

教 授 石黒 洋
FrontiersinEpithelialTransport2011
に参加し研究成果を発表するため

韓国ソウル 延世大学
平成23年4月13日～平成23年4月17日

先方負担

助 教 古橋 忠晃 ストラスブール大学での教育研究活動
フランス（ストラスブール）
平成23年 5月26日～平成23年6月15日

ストラスブー
ル大学から支
給及び科学研
究費補助金

准 教 授 片山 敬章

第58回アメリカスポーツ医学会大会での研
究成果発表および共同研究打ち合わせ
（Dr.Andrew Subudhi,University of
Colorado,ColoradoSprings）

ColoradoConventionCenter,70014th
Street, Denver. CO 80202-3221.
University ofColorado atColorado
Springs1420AustinBluffsParkway,
ColoradoSprings,CO80918

平成23年5月29日～平成23年6月8日

科学研究費補
助金

准 教 授 秋間 広

第58回アメリカスポーツ医学会大会での研
究成果発表および共同研究打ち合わせ
（Dr.Andrew Subudhi,University of
Colorado,ColoradoSprings）

ColoradoConventionCenter,70014th
Street, Denver. CO 80202-3221.
University ofColorado atColorado
Springs1420AustinBluffsParkway,
ColoradoSprings,CO80918

平成23年5月29日～平成23年6月8日

准 教 授 布目 寛幸
第23回国際バイオメカニクス学会で発表お
よび第16回ヨーロッパスポーツ科学学会で
招待講演を行う

ベルギー（ブリュッセル）ブリュッセル
大学、連合王国（リバプール）リバプー
ルジョンモア大学

平成23年7月2日～平成23年7月11日

科学研究費補
助金

教 授 佐々木 康
国際連携大学院（IFPU)・博士課程夏期セ
ミナー・招待講義「スポーツ経済学」及び
研究情報交換

スペイン・バルセロナ大学
平成23年7月10日から平成23年7月17日

先方負担

教 授 山本 裕二

スポーツ技能の獲得・向上への力学系理論
からの統合的理解に関する研究発表
（Society for Chaos Theory in
PsychologyandLifeSciences2011）お
よび関連領域研究者 （Dr.Schmidt
（College of the Holy Cross）, Dr.
Carello（UniversityofConnecticut））に
よる研究レビューを受けるため

Orage,CA,USA,Worcester,MA,
USA,Connecticut,MA,USA

平成23年8月3日～平成23年8月15日

科学研究費補
助金

教 授 西田 保
Association for Applied Sport
PsychologyAnnualConferenceでの研究
成果発表と研究打合せ

Sheraton Waikiki Hotel （2255
KalakauaAvenueHonolulu,HI96815
USA）

平成23年9月19日～平成23年9月25日

科学研究費補
助金

教 授 石黒 洋
シンポジウム“EpithelialReceptors,
SignalingandSecretion” に出席し、
研究成果を発表するため。

マンチェスター大学
平成23年9月13日～平成23年9月18日

寄附金

准 教 授 布目 寛幸

TheInternationalConferenceofSport
Science& Recreation2011（Malaysia）
で招待講演を行い、RepublicPolytechnic
(Singapore)で共同研究打ち合わせを行う。

Universiti Teknologi MARA 40450
SHAHALAM Selangor,MALAYSIA
Republic Polytechnic. 9 Woodlands
Avenue9.Singapore

平成23年10月3日～平成23年10月9日

准 教 授 竹之内隆志
第６回アジア南太平洋スポーツ心理学会に
参加し，研究発表を行う

Howard Civil Service International
House（XinshengSouthRoadSec.3,
Taipei,Taiwan）
平成23年11月10日～平成23年11月14日

科学研究費補
助金

教 授 西田 保
Asian South Pacific Association for
Sport PsychologyCongress での研究
成果発表と調査データの意見交換

Howard Civil Service International
House（XinshengSouthRoadSec.3,
Taipei,Taiwan）
平成23年11月10日～平成23年11月14日

運営費交付金

助 教 古橋 忠晃

１）日仏ひきこもり共同研究フランスチー
ムとのディスカッション（具体的な研究
について、ケース検討など）

２）研究調査（アンケートなど）を実行す
る施設の訪問など

UniversiteParisDescartes45ruedes
saintsperes75006Paris,FRANCE
平成23年11月26日～平成23年12月2日

科学研究費補
助金

准 教 授 布目 寛幸
ASPIREAcademyforSportsExcellence
で共同研究を行う。

ASPIRE Academy for Sports
Excellence,AlAziziyah,Doha,Ad
Dawhah,Qatar

平成24年3月3日～平成24年3月17日

運営費交付金

２）外国出張及び海外研修旅行（平成23年４月１日～24年３月31日）
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官 職 氏 名 渡 航 目 的 渡 航 先 及 び 期 間 備 考

准 教 授 津田 均

１）日仏ひきこもり共同研究フランスチー
ムとのディスカッション（具体的な研究
について、ケース検討など）
２）研究調査（アンケートなど）を実行す
る施設の訪問など

UniversiteParisDescartes45ruedes
saintsperes75006Paris,FRANCE

平成24年3月18日～平成24年3月25日

科学研究費補
助金

助 教 古橋 忠晃

１）日仏ひきこもり共同研究フランスチー
ムとのディスカッション（具体的な研究
について、ケース検討など）
２）研究調査（アンケートなど）を実行す
る施設の訪問など

UniversiteParisDescartes45ruedes
saintsperes75006Paris,FRANCE

平成24年3月18日～平成24年3月24日

科学研究費補
助金

特任准教授 尾崎 信暁 第47回欧州糖尿病学会出席のため
ポ ル ト ガ ル ， リ ス ボ ン Feira
InternacionaldeLisboa

平成23年9月12日～平成23年9月18日
運営費交付金
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あ と が き

2011年度（平成23年４月～平成24年３月）における，総合保健体育科学センターの主要な活動である

保健管理業務，センターの事業，全学教育の「健康・スポーツ科学」の授業についてまとめた「総合保

健体育科学センター年報 第34号」をお届けします。

平成23年度の日本は，未曽有の被害をもたらした東日本大震災という「生と死」に直面し，その復興

のなかでひととひとの「絆」の重要性を再認識した１年でした。また，人工災害ともいえる原発問題は，

現在だけではなく「将来の健康で安全な生活」を見据えて考えなければならないことを痛感させられま

した。価値観が根底から一気に覆された，激動の一年でした。そんな困難な状況のなかで，なでしこジャ

パンがワールドカップで優勝し，国民に希望を与えてくれました。スポーツの持つ不思議な力を見せつ

けてくれた年でもありました。

最近のセンターの特徴的な活動を簡単に紹介してみましょう。全学教育の「健康・スポーツ科学」の

講義が１年生前期に開講されていますが，昨年度より４月の初めに初年度教育の一環として，講義の２

時間分を割いて「共通授業」を実施しています。名大生にぜひ知ってもらいたい健康とスポーツに関す

るエッセンスをまとめた授業で，全教官が統一教材をもとに，保健分野として「生活習慣病」「薬物乱

用防止」「感染症予防」「救命救急・応急手当」について，スポーツ分野として「運動の有用性・社会性」

「スポーツ技術」について講義をしています。以前は感染症やメンタルヘルスについて専門家を招き，

授業帯ごとに大講堂に集まって１，２回授業を開いていました。新方式では，少人数教育で各教官が責

任を持って教えることにより，教育効果は上がっています。これらの講義や実習を通して，健康や運動

に関する「知識力」と「行動力」，リーダーシップ性などの「人間力」の備わった「健康人」を育成し，

社会に求められる人材を送り出すことが我々の重要な任務の一つと考えます。

保健管理業務のなかでも健康診断は重要な行事の一つです。受診率は全体でみれば増加しており，構

成員の「健康」にとっては望ましい傾向です。しかし，一般の健康診断に加えて特殊健康診断，さらに

は今年度から秋季入学者や日本学術振興会特別研究員への健康診断も加わり，スタッフは1年中健康診

断に追われています。またもう一つ重要な業務である心身の健康相談については，精神的に不安定にな

る学生が増えてきたためか，メンタルヘルスの相談件数が増えており，精神科医は対応に追われていま

す。またG30など留学生の増加とともに留学生の健康相談も増え続けています。いずれももともとスタッ

フが少ないうえに定員が減らされてかなり厳しい状況です。学生・職員の健康のためにも大学からの強

力な支援が不可欠です。

施設面では，テニスコートの砂入り人工芝化が挙げられます。これまではアスファルト上に塗装を施

したいわゆるハードコートで，足腰に大きな負担がかかったり，夏場は照り返しで40度以上になったり，

雨が降ると表面が滑って危ないなどの欠点があり，さらに最近は経年劣化でひび割れが目立つようになっ

ていました。砂入り人工芝はこれらの欠点を全て補い，授業や課外活動で威力を発揮しています。名古

屋大学には，国公立大学には珍しい人工芝グランドや全天候型トラック，室内温水プールなどがあり，

素晴らしいスポーツ環境と言えます。しかし，管理人がいるのは授業時間帯だけで，管理体制は必ずし

も整っていません。施設建設に尽力して頂いた大学当局に感謝すると同時に，施設の維持と利用者への

指導のためのスタッフの充実もお願いしたいと思います。

なお，研究面の報告は，紀要である「総合保健体育科学」第35巻をご覧ください。

（2013.3 広報委員会委員長 石田 浩司）
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